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来
た
れ
！ 

T
P
P

カナダ
GDP：197兆円
人口：3,500万人

アメリカ
GDP：1,916兆円
人口：3億1,900万人

メキシコ
GDP：141兆円
人口：1億2,000万人

ペルー
GDP：22兆円
人口：3,100万人

チ リ
GDP：28兆円
人口：1,800万人

人

G
人人

日本
5.9％

GDP

アメリカ
22.3％TPP

36.3％

カナダ
2.3％

オーストラリア
1.8％
メキシコ
1.6％EU

23.6％

中国
13.3％

ブラジル
3.0％

インド
2.6％

ロシア
2.4％

韓国
1.8％

その他

TPP
以外
63.7％

その他

出典：World Economic Outlook Database April 2014

T
P
P
は
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
農
業
界
に
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
か
。
そ
し
て
、
農
業
経
営
者

は
ど
う
動
く
の
か
。
そ
の
基
本
、
活
用
法
、
実
践
法
を
3
回
連
続
特
集
で
お
届
け
す
る
。 

構
成
／
浅
川
芳
裕

TPP参加国の
世界GDP
シェア

【前編】

【
基
本
講
座
】

T
P
P
の
基
本



15 農業経営者 2016年 2 月号

日 本
GDP：508兆円
人口：1億2,700万人ブルネイ

GDP：1.65兆円
人口：40万人

ベトナム
GDP：20兆円
人口：9,100万人

マレーシア
GDP：36兆円
人口：3,000万人

シンガポール
GDP：34兆円
人口：500万人人

オーストラリア
GDP：159兆円
人口：2,400万人 ニュージーランド

GDP：22兆円
人口：500万人

輸出
市場

アメリカ
18.6％

TPP
30.9％

カナダ
1.2％その他

0.7％

オーストラリア
2.1％

メキシコ
1.5％

ベトナム
1.7％

マレーシア
2.1％

シンガポール
3.0％

EU
10.4％

中国
18.3％

韓国
7.5％

台湾
5.8％

その他
27.1％

TPP
以外
69.1％

海外
投資

アメリカ
31.9％

TPP
45.3％

カナダ
1.4％

オーストラリア
5.2％

ベトナム
1.0％

その他
0.9％

マレーシア
1.1％

シンガポール
3.8％EU

22.8％

中国
8.7％

韓国
2.7％

台湾
1.0％

その他
19.5％

TPP
以外
54.7％

出典：JETRO地域別貿易概況出典：JETRO日本の国・地域対外直接投資残高

日本から
TPP参加国への
直接投資残高
シェア

日本の
輸出先の
TPPシェア

TPP
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で
、代
表
的
な
も
の
を
10
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

本
誌
読
者
の
た
め
に
簡
潔
に
回
答
す
る
。

T�

P�

P
参
加
各
国
の
関
税
撤
廃
に

よ
る
日
本
製
輸
出
物
品
の
関
税
負

担
額
の
軽
減
効
果
は
一
般
的
に
「
静
態
的

効
果
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、投
資
や
競
争
、S�

O�

E
（State-

ow
ned�Enterprise

＝
国
営
企
業
）
に

関
す
る
規
律
な
ど
ル
ー
ル
面
で
の
規
律
が

T�

P�

P
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
ル
ー
ル

は
ま
だ
完
全
な
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、

今
後
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
ル
ー

ル
策
定
の
「
ひ
な
型
」
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
円
滑
に
行
な
う
た
め
の

法
的
基
盤
を
提
供
す
る
。
こ
の
よ
う
な
新

た
な
ル
ー
ル
形
成
に
よ
る
T�

P�

P
の
「
動

態
的
効
果
」
は
「
静
態
的
効
果
」
を
超
え

今
回
の
T
P
P
交
渉
を
ど
う
評
価
す
る

べ
き
か
。
２
０
１
５
年
10
月
5
日
の

T
P
P
大
筋
合
意
で
日
本
は
何
を
獲
得
し
、

何
を
失
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
は
年
明
け

の
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
い

ま
や
国
民
的
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
は
終
戦
か
ら
70
年
の
年
で
あ
る
と
同

時
に
、
日
本
の
戦
後
国
際
社
会
へ
の
復
帰
の

第
一
歩
だ
っ
た
G
A
T
T
（
関
税
貿
易
一
般

協
定
）
加
入
か
ら
60
年
、
G
A
T
T
の
後
継

機
関
で
あ
る
W
T
O
（
世
界
貿
易
機
関
）
設

立
か
ら
20
年
の
節
目
の
年
だ
っ
た
。
そ
の

年
に
T
P
P
大
筋
合
意
が
で
き
た
こ
と
は

歴
史
的
に
重
要
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

T
P
P
合
意
に
よ
り
日
本
の
貿
易
自
由
化

の
歩
み
が
い
よ
い
よ
完
成
期
に
入
っ
た
と

い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

T
P
P
が
成
立
す
れ
ば
日
本
は
究
極
の

貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と

F
T
A
関
係
に
入
る
こ
と
で「
経
済
安
保
」

を
確
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
T
P
P
に
よ

り
経
済
的
安
定
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
予
見
性
を

獲
得
し
、
国
際
経
済
に
内
在
す
る
不
確
実

性
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
意
義
は

大
き
い
。
コ
メ
や
麦
、
牛
肉
や
豚
肉
な
ど

い
わ
ゆ
る
「
重
要
5
品
目
」
に
つ
い
て
も

関
税
撤
廃
の
原
則
適
用
を
逃
れ
た
わ
け
で

失
っ
た
も
の
は
何
も
な
い
と
筆
者
は
考
え

て
い
る
。
そ
の
農
業
で
さ
え
、
筆
者
は

T
P
P
で
さ
ら
に
強
く
な
れ
る
基
盤
を
国

内
外
で
整
え
て
い
く
機
会
を
得
た
と
見
て

い
る
。

T
P
P
大
筋
妥
結
後
、
渡
邊
教
授
が
マ

ス
コ
ミ
か
ら
受
け
た
数
々
の
質
問
の
な
か

慶応義塾大学教授

渡邊頼純
（わたなべ・よりずみ）

元・日本・メキシコ EPA 首席
交渉官。慶應義塾大学総合政策
学部教授。上智大学大学院国際
関係論専攻博士課程単位取得満
期退学。南山大学助教授、大妻
女子大学教授、在ジュネーブ国
際機関日本政府代表部、GATT
事務局、欧州連合日本政府代表
部、外務省経済局参事官、外務
省参与などを経て現職。著書に
『GATT・WTO体制と日本』（北
樹出版）、TPP関連では『TPP
参加という決断』（ウェッジ）、
『TPP と日本の決断』（編著、
文眞堂）、『TPP 交渉の論点と
日本』（同）などがある。

PART1
TPP合意の意義と展望
国際通商交渉の第一人者が、TPP 合意について 10 の疑問に答え、
その本質的メリットに迫る。

T
P
P
交
渉
の

総
合
評
価

A1

T
P
P
合
意
で

よ
く
聞
か
れ
る

「
10
の
疑
問
」

特集 

来
た
れ
！ 

T
P
P
【 

前
編
・
基
本
講
座 

】

Q1
T
P
P
の
日
本
経
済
へ
の
効
果

は
ど
の
程
度
の
も
の
か
。

G
D
P
1
・
6�

%
と
の
評
価
も

あ
る
が
、
そ
れ
は
妥
当
か
。



18農業経営者 2016年 2月号

て
そ
の
波
及
効
果
は
さ
ら
に
大
き
い
。

12
年
12
月
の
政
権
奪
取
後
の
安
倍

政
権
の
取
り
組
み
は
準
備
周
到
で

効
率
的
だ
っ
た
。
ま
ず
13
年
2
月
に
日
米

首
脳
会
談
を
行
な
い
、
そ
こ
で
日
本
に
と

っ
て
の
農
業
と
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
自

動
車
を
日
米
双
方
の
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ

ィ
」（
痛
み
を
感
じ
る
部
分
）
と
し
て
特

定
し
、
そ
の
後
3
月
に
交
渉
参
加
を
正
式

決
定
、
4
月
に
基
本
的
に
は
日
米
で
「
痛

み
分
け
」
の
構
造
を
作
り
上
げ
、
い
わ
ば

「
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
交
換
」
と
い
う

形
で
「
例
外
な
き
関
税
撤
廃
」
と
い
う

T
P
P
の
当
初
の
大
原
則
を
修
正
し
、
こ

の
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
に
認
め
さ
せ
た
の
は

そ
の
後
の
交
渉
を
促
進
す
る
う
え
で
た
い

へ
ん
有
益
だ
っ
た
。

交
渉
態
勢
に
つ
い
て
も
内
閣
府
に
T
P
P

対
策
本
部
を
設
置
し
、
従
来
の
E
P
A
交

渉
に
比
べ
て
よ
り
首
相
権
限
に
直
結
し
た

形
で
交
渉
チ
ー
ム
を
構
成
し
た
こ
と
は
迅

速
な
交
渉
と
そ
の
た
め
の
国
内
環
境
づ
く

り
を
効
果
的
に
促
進
し
た
。
T
P
P
交
渉

は
10
年
3
月
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
日
本

は
そ
れ
か
ら
3
年
4
カ
月
遅
れ
て
の
交
渉

参
加
だ
っ
た
が
、
こ
の
遅
れ
は
日
本
に
と

っ
て
は
不
利
に
働
く
ど
こ
ろ
か
、
む
し

ろ
日
本
が
交
渉
参
加
し
て
か
ら
関
税
撤

廃
の
例
外
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

な
ど
、
日
本
が
「
ゲ
ー
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
ャ

ー
」
と
し
て
存
在
感
を
発
揮
し
た
と
さ
え

思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ア
ト
ラ
ン
タ
で
の

最
終
局
面
に
お
い
て
は
、
甘
利
明
T
P
P

担
当
大
臣
が
交
渉
決
着
に
向
け
て
マ
イ
ケ

ル
・
フ
ロ
マ
ン
U
S
T
R
に
強
く
迫
る
な

ど
、
妥
結
に
大
き
く
貢
献
し
た
形
と
な
っ

た
。

T
P
P
交
渉
の
結
果
、
日
本
以
外

の
11
カ
国
の
最
終
的
な
関
税
撤
廃

率
は
99
％
台
で
あ
り
、
発
効
後
ほ
ぼ
10
年

で
T
P
P
参
加
国
の
関
税
は
な
く
な
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
他
方
、
日
本
の
最

終
的
な
関
税
撤
廃
率
は
95
・
1
％
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
工
業
製
品
で
は
1
0
0

％
と
完
全
な
自
由
化
に
な
る
も
の
の
、
農

林
水
産
品
で
は
81
・
2
％
と
参
加
国
中
最

低
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

る
。
ち
な
み
に
、
日
本
以
外
の
11
カ
国
は

農
林
水
産
品
に
つ
い
て
も
98
・
5
％
の
関

税
撤
廃
率
と
な
っ
て
い
る
。（【
表
1
】
を

参
照
）

日
本
の
輸
入
農
産
品
に
つ
い
て
見
る

と
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
高
い
い
わ
ゆ

る
「
重
要
5
項
目
」
に
つ
い
て
は
全
体
で

5
8
6
品
目
あ
る
う
ち
、
輸
入
実
績
が
な

い
も
の
や
国
内
生
産
者
へ
の
影
響
が
な
い

Q2

と
判
断
さ
れ
た
約
3
割
に
相
当
す
る
1
7
4

品
目
に
つ
い
て
関
税
を
撤
廃
す
る
こ
と
と

し
た
。
他
方
、
そ
れ
以
外
の
約
7
割
に
つ

い
て
は
関
税
を
維
持
す
る
こ
と
で
合
意
し

て
い
る
。（【
表
2
】
を
参
照
）

た
と
え
ば
コ
メ
に
つ
い
て
は
、
国
家
貿

易
に
よ
り
輸
入
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
ア

メ
リ
カ
に
当
初
5
万
t
の
数
量
枠
を
3
年

間
維
持
し
た
後
、
段
階
的
に
増
加
し
て
発

効
後
13
年
目
以
降
は
7
万
t
に
す
る
こ
と

で
合
意
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
13

年
目
以
降
8
4
0
0
t
の
枠
を
設
定
し
た
。

国
家
貿
易
以
外
に
よ
る
コ
メ
の
輸
入
に
つ

い
て
は
現
行
税
率
で
あ
る
1
㎏
当
た
り

3
4
1
円
を
維
持
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
、

こ
れ
が
日
本
側
に
と
っ
て
の
「
最
大
の
成

果
」
と
な
っ
て
い
る
。

牛
肉
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
38
・
5
％

か
ら
16
年
目
以
降
に
9
％
に
下
が
り
、
豚

肉
に
つ
い
て
は
、
現
行
4
・
3
％
の
高
価

格
帯
の
も
の
に
つ
い
て
は
発
効
後
10
年
目

で
ゼ
ロ
に
な
る
が
、
低
価
格
帯
の
豚
肉
に

か
か
る
従
量
税
は
現
行
の
1
㎏
当
た
り

4
8
2
円
か
ら
10
年
目
に
同
50
円
に
ま
で

削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
輸
入
急
増
に
対
応
す
る
た
め
の

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
（
緊
急
輸
入
制
限
）

も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ

ィ
に
配
慮
し
た
十
分
な
例
外
措
置
が
確
保

さ
れ
た
一
方
で
、
他
方
で
は
日
本
か
ら
の

自
動
車
・
自
動
車
部
品
輸
出
に
つ
い
て
は

ア
メ
リ
カ
側
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
配

慮
し
た
形
で
関
税
撤
廃
は
大
幅
に
先
延
ば

し
に
な
っ
た
。
乗
用
車
の
場
合
、
現
行
2
・

5�

%
の
関
税
は
15
年
目
か
ら
削
減
が
始

ま
り
、25
年
目
に
よ
う
や
く
撤
廃
と
な
る
。

ト
ラ
ッ
ク
は
現
行
30
％
と
高
関
税
だ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
何
と
29
年
間
関
税
を
維

持
し
、
30
年
目
で
や
っ
と
撤
廃
と
な
る
。

こ
れ
は
日
本
の
自
動
車
工
業
界
に
と
っ
て

は
必
ず
し
も
朗
報
で
は
な
い
が
、
他
方
で

は
自
動
車
部
品
に
つ
い
て
は
そ
の
87
％
が

即
時
関
税
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
は
大
き
な

意
味
が
あ
る
。
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
ア
メ
リ
カ
で
の
現
地
生
産
台
数
は

約
2
5
0
万
台
で
あ
り
、
日
本
か
ら
の
輸

出
台
数
の
約
1
8
0
万
台
を
超
え
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

交
換
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
市
場
ア
ク
セ
ス

交
渉
を
ど
う
評
価
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

従
来
の
日
本
の
農
業
保
護
主
義
に
鑑
み
れ

ば
、
T
P
P
交
渉
に
お
い
て
は
大
き
な
政

治
的
決
断
が
な
さ
れ
た
と
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
他
方
で
は
日
米
と
い
う

T
P
P
を
代
表
す
る
貿
易
大
国
が
互
い
の

セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
擁
護
す
る
形
で
高

関
税
を
維
持
し
た
り
撤
廃
を
大
幅
に
先
延

ば
し
し
た
こ
と
は
自
由
貿
易
と
い
う
名
の

下
に
行
な
わ
れ
た
「
管
理
貿
易
」
と
の
そ

し
り
を
免
れ
な
い
。
と
く
に
コ
メ
に
つ
い

て
は
日
本
で
の
価
格
が
１
俵
（
60
㎏
）
当

た
り
約
1
・
2
万
円
程
度
ま
で
下
が
っ
て

A2

A3

安
倍
政
権
の
決
定
と
交
渉
方
針

を
ど
う
評
価
す
る
か
。

Q3
市
場
ア
ク
セ
ス（
関
税
撤
廃
・

削
減
）に
関
す
る
交
渉
結
果
を

ど
う
見
る
べ
き
か
。
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特集 

来
た
れ
！ 

T
P
P
【 

前
編
・
基
本
講
座 

】

P
A
R
T
1　
T
P
P
合
意
の
意
義
と
展
望

き
た
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
産
の
高
級
米
が

ド
ル
高
円
安
の
影
響
も
あ
っ
て
同
水
準
に

ま
で
上
が
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
コ
メ

の
内
外
価
格
差
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と

き
に
、
果
た
し
て
高
関
税
で
国
産
米
を
保

護
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
根
本

的
疑
問
は
残
っ
て
い
る
。

J�

A
全
中
（
農
協
）
が
T
P
P

反
対
の
「
多
数
派
工
作
」
を
し
た

も
の
。
J�

A
は
医
師
会
、
弁
護
士
会
な

ど
を
巧
み
に
抱
き
込
ん
で
反
対
運
動
を
組

織
化
し
、
全
国
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

市
場
経
済
、
法
の
支
配
、
人
権
、

民
主
主
義
な
ど
の
西
洋
型
普
遍
的

価
値
体
系
が
T
P
P
を
通
じ
て
東
ア
ジ
ア

圏
に
広
が
る
基
本
を
形
成
し
た
と
い
え

る
。
A
S
E
A
N
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
）
や
R
C
E
P
（
東
ア
ジ
ア
地
域
経
済

連
携
）
な
ど
に
も
制
度
構
築
の
う
え
で
重

要
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
う
る
。
そ
の
意

味
で
T
P
P
は
極
め
て
「
戦
略
的
」
と
い

え
る
。

T
P
P
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
議
会

の
動
向
は
不
透
明
で
あ
る
。
批
准

の
た
め
に
は
上
下
両
院
で
多
数
派
を
擁
し

て
い
る
共
和
党
の
賛
成
が
不
可
欠
だ
が
、

バ
イ
オ
医
薬
品
の
デ
ー
タ
保
護
期
間
の
12

年
か
ら
８
年
へ
の
短
縮
は
党
内
で
す
こ
ぶ

る
評
判
が
悪
い
。
共
和
党
の
指
名
選
挙
の

前
哨
戦
で
ト
ッ
プ
を
走
る
ト
ラ
ン
プ
氏
は

明
確
に
T
P
P
に
反
対
し
て
い
る
。
ま

た
、
自
ら
が
国
務
長
官
時
代
に
は
明
示
的

に
T
P
P
推
進
派
だ
っ
た
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク

リ
ン
ト
ン
氏
も
「
現
在
の
T
P
P
」
に
は

賛
成
で
き
な
い
と
条
件
付
き
反
対
を
表
明

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
T
P
P
承
認

の
今
後
の
展
開
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
し
、

決
し
て
楽
観
で
き
な
い
。

推
察
の
域
を
出
な
い
が
、
一
つ
の
シ
ナ

リ
オ
と
し
て
蓋
然
性
が
高
い
の
は
、「
本

命
」
と
さ
れ
る
民
主
党
の
ク
リ
ン
ト
ン
候

補
が
大
統
領
選
を
制
し
た
場
合
、
オ
バ
マ

大
統
領
の
花
道
を
飾
る
形
で
今
年
11
月
の

大
統
領
選
挙
後
に
共
和
党
と
超
党
派
で
批

准
に
合
意
、
T
P
P
実
施
法
案
を
通
過
さ

せ
、
発
効
に
至
る
と
い
う
流
れ
が
想
定
さ

れ
る
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
さ
え
相
当
楽
観

的
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
T
P
P

の
発
効
は
早
く
て
2
0
1
7
年
年
初
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

A4A5

A6

即時撤廃率
（貿易額ベース）

カッコ内は品目数ベース

関税撤廃率
（貿易額ベース）

カッコ内は品目数ベース

アメリカ 67.4（90.9） 100.0（100.0）

カナダ 68.4（96.9） 100.0（100.0）

オーストラリア 94.2（91.8） 99.8（99.8）

ニュージーランド 98.0（93.9） 100.0（100.0）

シンガポール 100.0（100.0） 100.0（100.0）

メキシコ 94.6（77.0） 99.4（99.6）

チ　リ 98.9（94.7） 100.0（100.0）

ペルー 98.2（80.2） 100.0（100.0）

マレーシア 77.3（78.8） 100.0（100.0）

ベトナム 72.1（70.2） 100.0（100.0）

ブルネイ 96.4（90.6） 100.0（100.0）

日本を除く
11カ国全体 76.6（86.9） 99.9（99.9）

日　本 99.1（95.3） 100.0（100.0）

即時撤廃率
（品目ベース）

最終撤廃率
（品目ベース）

アメリカ 55.5 98.8

カナダ 86.2 94.1

オーストラリア 99.5 100.0

ニュージーランド 74.1 96.4

シンガポール 96.7 99.6

メキシコ 100.0 100.0

チ　リ 96.3 99.5

ペルー 82.1 96.0

マレーシア 97.7 100.0

ベトナム 42.6 99.4

ブルネイ 98.6 100.0

日本を除く
11カ国全体 84.5 98.5

日　本 51.3 81.2

表1：工業製品の関税撤廃率表2：農林水産品の関税撤廃率
（%） （%）

Q4
T
P
P
に
つ
い
て
は
、
食
の
安

全
や
日
本
の
皆
保
険
制
度
が
脅

か
さ
れ
る
な
ど
の（
あ
ま
り
根

拠
の
な
い
）懸
念
が
抱
か
れ

た
。
何
が
原
因
か
。

Q5
T
P
P
の「
経
済
」を
超
え
た
重

要
性
に
つ
い
て
の
評
価
如
何
。

戦
略
的
な
価
値
は
あ
る
か
。

そ
の
中
身
は
ど
う
か
。

T
P
P
の
ア
メ
リ
カ
議
会
で
の

承
認
に
つ
い
て
。
そ
の
可
能
性

と
時
期
は
ど
う
か
。

Q6
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に
正
式
に
参
加
表
明
す
る
な
ど
積
極
的
で

あ
る
。
参
加
の
た
め
に
は
現
加
盟
国
12
カ

国
と
の
交
渉
を
経
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
が
、

T
P
P
が
A
P
E
C
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済

協
力
）
の
自
由
貿
易
圏
で
あ
る
F
T
A
A
P

の
中
核
と
な
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ

る
。

T
T
I
P
（
環
大
西
洋
貿
易
投
資

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
。
ア
メ
リ
カ

と
E�

U
間
の
自
由
貿
易
協
定
）
に
は
「
古

く
て
新
し
い
問
題
」、た
と
え
ば
G�

I
（
地

理
的
表
示
）や
S
P
S（
衛
生
検
疫
措
置
）

協
定
の
「
予
防
原
則
」
を
め
ぐ
る
問
題
が

く
す
ぶ
っ
て
お
り
、
I
S
D
S
（
投
資
に

か
か
る
投
資
家
対
国
家
の
紛
争
処
理
）
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
欧
州
側
の
疑
心
暗
鬼
も

あ
り
、「
規
制
収
斂
・
凝
集
性
」
の
分
野

が
難
問
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
T
P
P

合
意
は
全
体
と
し
て
欧
州
に
対
し
て
も
や

は
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
え

る
。
日
・
E�
U
に
つ
い
て
は
、
E�

U
が

野
心
的
に
な
り
過
ぎ
な
け
れ
ば
ま
と
ま
る

が
、
現
時
点
で
は
E�
U
は
T
P
P
以
上
の

M�

A
（
市
場
ア
ク
セ
ス
）
を
主
張
し
て
お

日
米
経
済
関
係
は
戦
後
1
9
5
0

年
代
の
繊
維
に
始
ま
り
、
鉄
鋼
、

造
船
、
テ
レ
ビ
、
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
、

半
導
体
、
自
動
車
と
日
本
の
経
済
発
展
の

花
形
的
産
品
で
常
に
「
摩
擦
」
を
経
験
し

て
き
た
。
そ
の
日
米
両
国
が
F
T
A
関
係

に
入
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
画

期
的
と
い
え
る
。
日
米
は
政
治
軍
事
面
で

の
同
盟
関
係
で
あ
る
日
米
安
保
条
約
を

1
9
6
0
年
以
来
有
し
て
い
る
が
、
経
済

面
で
は
こ
れ
ま
で
包
括
的
な
法
的
枠
組
み

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で

T
P
P
は
日
米
間
の
「
経
済
安
全
保
障
」

の
枠
組
み
で
あ
り
、
日
米
間
で
将
来
に
も

紛
争
は
起
こ
り
う
る
が
、
T
P
P
の
紛
争

解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
た

こ
と
で
経
済
問
題
の
「
政
治
化
」
が
起
こ

り
に
く
い
。
こ
れ
は
双
方
に
と
っ
て
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、
経
済
関
係
の
安
定

化
に
大
き
く
寄
与
す
る
。

中
国
が
２
、
３
年
以
内
に
T
P
P

に
参
加
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

R
C
E
P
交
渉
の
進
展
が
は
か
ば
か
し
く

な
け
れ
ば
T
P
P
に
中
国
が
乗
り
換
え
る

可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
T
P
P
入
り
は

中
国
に
と
っ
て
「
第
二
の
入
世
（
W
T
O

加
盟
）」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
中
国
は

従
来
R
C
E
P
に
そ
の
軸
足
を
置
い
て
き

た
。
し
か
し
、
R
C
E
P
交
渉
は
イ
ン
ド

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
貿
易
投
資
の
自
由
化

に
積
極
的
で
は
な
い
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
東
ア
ジ
ア
地
域
の
コ
ネ
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
に
中
国
自
身
が
フ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
感
じ
始
め
て
い
る
。
以
前
か
ら

中
国
の
識
者
の
一
部
に
は
「
T
P
P
は
西

洋
医
学
、
R
C
E
P
は
漢
方
医
学
」
と
両

者
の
違
い
を
説
明
す
る
向
き
が
あ
っ
た

が
、
中
国
社
会
科
学
院
の
永
久
会
員
で
あ

る
張
愠
琳
氏
は
T
P
P
と
R
C
E
P
の

「
補
完
性
」
を
指
摘
し
、
両
者
は
対
立
す

る
も
の
で
は
な
く
相
互
に
補
完
し
あ
う
枠

組
み
で
あ
る
と
筆
者
と
共
に
出
演
し
た

N
H
K
国
際
放
送
の
番
組
な
ど
で
述
べ
て

い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
C
L
M
（
カ
ン

ボ
ジ
ア
、ラ
オ
ス
、ミ
ャ
ン
マ
ー
）

の
A
S
E
A
N
４
カ
国
は
当
面
難
し
い
だ

ろ
う
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
つ
い
て
は
ア
ト

ラ
ン
タ
合
意
の
後
、
オ
バ
マ
大
統
領
と
会

談
し
た
ジ
ョ
コ
・
ウ
イ
ド
ド
大
統
領
は
自

国
も
T
P
P
に
参
加
し
た
い
と
の
意
向
を

表
明
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
、

タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
な
ど
は
す
で

り
、
難
航
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
。
日
本

側
も
T
P
P
の
国
会
手
続
き
と
の
関
係
で

大
胆
な
農
産
品
関
税
撤
廃
・
削
減
を
提
示

で
き
な
い
国
内
事
情
が
あ
り
、
15
年
の
年

内
妥
結
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

A�

S�

E�

A�

N
やA

llianza�del�Pacifico

（
太
平
洋
同
盟
＝
メ
キ
シ
コ
・
コ
ロ
ン
ビ

ア
・
ペ
ル
ー
・
チ
リ
）
等
の
穏
健
派
途
上

国
をlike-m

inded�countries

（
政
策
や

基
本
方
針
な
ど
に
お
い
て
思
い
を
同
じ
く

す
る
国
々
）
と
し
てCritical�M

ass

（
全

体
の
方
向
性
を
決
定
す
る
よ
う
な
多
数

派
）
を
形
成
し
、
W�

T�

O
・
D�

D�

A
（
ド

ー
ハ
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
。
一
般
に
ド
ー
ハ

ラ
ウ
ン
ド
）
を
ま
と
め
、日
米
欧
加
の
「
旧

４
極
」
主
導
で
W�

T�

O
の
再
興
を
果
た
す

こ
と
を
目
指
す
の
が
現
実
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
と
考
え
る
。
し
か
し
、
問
題
は
ブ
ラ
ジ

ル
、
ロ
シ
ア
、
そ
し
て
イ
ン
ド
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
B�

R�

I�

C�

s
マ
イ
ナ
ス
中
国
・

南
ア
」
の
国
々
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
ま
と

も
な
製
造
業
が
な
い
こ
と
と
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
経
済
共
同
体
と
い
う「
似
非
関
税
同
盟
」

が
問
題
で
あ
る
。
戦
略
的
に
は
中
国
と
ロ

シ
ア
を
分
断
し
、
中
国
を
T�

P�

P
に
組
み

入
れ
る
一
方
、
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は
極
東

ロ
シ
ア
を
「
独
立
し
た
関
税
地
域
」
と
し

て
A�

P�

E�

C
の
枠
組
み
の
中
で
R�

C�

E�

P

に
参
加
さ
せ
、
ま
た
日
本
と
の
E�

P�

A
を

締
結
す
る
方
向
へ
リ
ー
ド
す
る
な
ど
、
戦

略
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ

る
。

A7A8

A9

Q10

日
米
関
係
に
及
ぼ
す
影
響
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

Q7

広
く
、
世
界
の
貿
易
秩
序
に
与

え
る
影
響
は
ど
う
か
。

米
・
E�

U
間
の
F
T
A
で
あ
る

T
T
I
P
や
日
本
・
E
U
E
P
A

交
渉
の
動
き
を
加
速
す
る
こ
と

に
な
る
か
。

Q10

中
国
に
与
え
る
影
響
。
中
国
の

参
加
に
つ
い
て
の
展
望
。

Q8

他
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
も

次
々
と
参
加
す
る
と
考
え
て
い

い
の
か
。

Q9
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特集 

来
た
れ
！ 

T
P
P
【 

前
編
・
基
本
講
座 

】

P
A
R
T
1　
T
P
P
合
意
の
意
義
と
展
望

T
P
P
の

日
本
経
済
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
？

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
お
け
る
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
「
シ

ー
ム
レ
ス
化
」
で
あ
る
。
85
年
9
月
の
プ

ラ
ザ
合
意
以
降
、
日
本
の
製
造
業
は
円
高

ド
ル
安
へ
の
流
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
部

品
の
製
造
拠
点
を
東
ア
ジ
ア
の
新
興
工
業

国
（
N�

I�

E�

s
）
や
中
国
に
移
転
さ
せ
、

部
品
か
ら
最
終
製
品
ま
で
す
べ
て
日
本
で

製
造
す
る
「m

ade�all�in�Japan

」
方
式

か
ら
、
部
品
は
海
外
で
生
産
し
、
そ
れ
を

日
本
な
い
し
は
海
外
の
マ
ザ
ー
工
場
で
組
み

立
て
て
欧
米
市
場
に
輸
出
す
る
パ
タ
ー
ン

へ
、
つ
ま
り「m

ade�b�y�Japan�elsew
here

」

方
式
へ
移
行
し
た
。

そ
の
動
き
を
加
速
し
た
の
が
A
S
E
A
N

の
F
T
A
（
A
F
T
A
）
形
成
だ
っ
た
。
日

本
の
製
造
業
は
A
S
E
A
N
域
内
で
最
適

立
地
を
模
索
し
、
各
国
に
直
接
投
資
を
活

発
に
行
な
っ
て
部
品
の
現
地
生
産
を
拡
大

し
た
。
そ
の
部
品
を
A
F
T
A
の
C
E
P
T

（
包
括
的
実
効
特
恵
関
税
）
ス
キ
ー
ム
に

乗
せ
て
40
%
以
上
の
付
加
価
値
を
付
け
た

場
合
に
は
関
税
ゼ
ロ
で
A
S
E
A
N
域
内

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
次
第
に

域
内
に
工
程
間
分
業
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
構

築
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
産
業
内
分
業
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
の
は
日
本
の

A�

S�

E�

A�

N
諸
国
と
の
二
国
間
E�

P�

A（
経

済
連
携
協
定
）
で
あ
り
、
2�

0�

0�

2
年
11

月
に
発
効
し
た
日
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
E�

P�

A
を
皮
切
り
に
次
々
と
締
結
さ
れ
た
。
こ

う
し
て
日
本
か
ら
の
投
資
を
引
き
金
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
よ
る
「
事
実
上
の
統
合
」（de-facto�

integration

）
は
E�

P�

A
と
い
う
法
的
枠
組

み
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
た
「
法
律
上
の
統

合
」（de-jure�integration

）
に
深
化
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
延
長

線
上
に
あ
る
の
が
T�

P�

P
で
あ
る
。

T
P
P
は
東
ア
ジ
ア
の
生
産
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
太
平
洋
を
超
え
て
ア
メ
リ
カ
・
カ

ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
と
い
う
N
A
F
T
A
（
北

米
自
由
貿
易
協
定
）
の
市
場
に
つ
な
ぎ
、

さ
ら
に
ペ
ル
ー
や
チ
リ
と
い
っ
た
南
米
諸

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
世
界
の
G
D
P
の

約
38
%
を
カ
バ
ー
す
る
地
域
に
継
ぎ
目
の

な
い
、
つ
ま
り
シ
ー
ム
レ
ス
な
自
由
貿
易

圏
が
で
き
た
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
日
本
に

と
っ
て
は
計
り
知
れ
な
い
。（【
図
1
】
と

【
図
2
】
を
参
照
）

RCEP 28%RCEP 28%

JCK20%JCK20%

TPP

38%

TPP

38%

TTIP

47%

TTIP

47%

～環太平洋パートナーシップ～～環太平洋パートナーシップ～

～環太平洋投資貿易パートナーシップ～～環太平洋投資貿易パートナーシップ～

～東アジア地域経済連携～～東アジア地域経済連携～

～日中韓FTA～～日中韓FTA～

図1：メガFTAsの重要性（GDPのシェア％）
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T
P
P
の
利
便
性
、

そ
の「
し
か
け
」は

原
産
地
規
則

こ
の
よ
う
な
シ
ー
ム
レ
ス
な
生
産
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
T�

P�

P
に
お
い
て
さ
ら
に
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
の
は
何

か
？　

そ
の
答
え
は
「
原
産
地
規
則
」

（rules�of�origin

）
で
る
。
と
く
に
T�

P�

P
の
原
産
地
規
則
は
「
完
全
累
積
」（
3
・

10
条
）
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

①
他
の
T�

P�

P
メ
ン
バ
ー
国
で
他
の
産
品

の
生
産
に
使
用
さ
れ
る
一
ま
た
は
二
以
上

の
メ
ン
バ
ー
国
の
原
産
品
・
原
産
材
料
は

他
の
メ
ン
バ
ー
国
の
原
産
品
と
見
な
す

（
モ
ノ
の
累
積
）、
②
メ
ン
バ
ー
国
で
の
非

原
産
材
料
に
よ
る
生
産
は
、
そ
の
生
産
が

付
加
価
値
基
準
を
満
た
し
て
い
な
く
て
も

産
品
の
原
産
コ
ン
テ
ン
ト
に
加
え
ら
れ
る

（
生
産
行
為
の
累
積
）
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
寛
容
な
」
完
全
累

積
原
則
の
導
入
に
よ
り
、
非
T�

P�

P
参
加

WTO
EU

FTAA
～米州自由貿易地域～

RCEP

東アジア
ASEAN＋3（日中韓）

＋インド＋オーストラリア
＋ニュージーランド

Trans-Atlantic
TTIP

APEC
TPP

ASEM
～アジア欧州会合～

欧州EPA

NAFTA
～北米自由貿易協定～

アメリカ
カナダ
メキシコ

注 ：米・中米・ドミニカ自由貿易協定

CAFTA
メルコスール
太平洋同盟

注

図2：メガFTAsとWTO体制

【参考文献】
渡邊頼純『TPP参加という決断』
ウェッジ、2011年

渡邊頼純『GATT・WTO体制と日本』
北樹出版、2012年

浅川芳裕『TPPで日本は世界一の農業大国になる』
KKベストセラーズ、2012年

石川幸一・馬田啓一・木村福成・渡邊頼純（編著）
『TPPと日本の決断』文眞堂、2013年

石川幸一・馬田啓一・渡邊頼純（編著）
『TPP交渉の論点と日本』文眞堂、2014年

石川幸一・馬田啓一・高橋俊樹（編著）
『メガFTA時代の新通商戦略』文眞堂、2015年

国
を
含
め
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
広
く
生

産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
き
た
日
本

の
製
造
業
に
と
っ
て
は
既
存
の
バ
リ
ュ

ー
・
チ
ェ
ー
ン
を
活
用
し
や
す
く
な
る
。

さ
ら
に
、
T
P
P
で
は
す
べ
て
の
メ
ン

バ
ー
国
を
一
つ
の
領
域
と
見
な
し
、
す
べ

て
の
メ
ン
バ
ー
国
の
領
域
内
を
移
動
す
る

限
り
原
産
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
お
り
（
3
・
18
条
）、
第
三
国
経
由

の
場
合
の
立
証
負
担
の
緩
和
が
図
ら
れ
て

い
る
。

ま
た
、
原
産
地
証
明
の
発
行
手
続
き
も

輸
出
者
、
生
産
者
、
輸
入
者
に
よ
る
「
自

己
証
明
制
度
」
を
採
用
し
て
お
り
、
日
本

の
E
P
A
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
主
流
だ
っ

た
第
三
者
証
明
制
度
に
比
べ
て
利
用
者
で

あ
る
企
業
の
事
務
負
担
が
大
き
く
軽
減
さ

れ
た
。

こ
の
よ
う
な
T
P
P
の
原
産
地
規
則
は

こ
れ
を
使
用
す
る
企
業
に
と
っ
て
利
便
性

が
高
ま
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
ユ
ー
ザ

ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

他
方
で
は
自
動
車
や
そ
の
部
品
、
繊
維
・

衣
類
な
ど
、
よ
り
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
分
野

で
は
原
産
地
規
則
が
よ
り
細
か
く
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
自
動
車
の
完
成
車
に
つ
い
て
は
、

控
除
方
式
の
付
加
価
値
基
準
に
よ
る
か
ま

た
は
特
定
部
品
7
品
目
の
加
工
工
程
（
14

の
金
属
加
工
）
が
T
P
P
域
内
で
行
な
わ

れ
れ
ば
原
産
性
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
自
動
車
部
品
に
つ
い
て
は
、

関
税
番
号
変
更
基
準
と
付
加
価
値
基
準
の

選
択
制
と
な
っ
て
お
り
、
特
定
部
品
14
品

目
は
加
工
工
程
（
14
の
金
属
加
工
）
の
一

つ
を
T
P
P
域
内
で
行
な
え
ば
原
産
性
が

付
与
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

繊
維
・
衣
類
に
つ
い
て
は
衣
類
（
H�

S�

61
類
と
同
62
類
）お
よ
び
中
古
衣
類
等（
同

63
類
）
は
生
地
が
メ
ン
バ
ー
国
の
領
域
で

作
ら
れ
た
糸
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
場
合
の

み
原
産
品
と
さ
れ
る
と
あ
り
、
こ
れ
は
N�

A�

F�

T�

A
に
お
け
る
「
ヤ
ー
ン
フ
ォ
ア
ー

ド
（yarn-forw

ard

）」
と
呼
ば
れ
る
方

式
を
踏
襲
し
て
い
る
。

原
産
地
規
則
以
外
に
も
投
資
規
定
、
ビ

ジ
ネ
ス
関
係
者
の
一
時
入
国
、政
府
調
達
、

国
有
企
業
な
ど
に
つ
い
て
も
日
本
企
業
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
規
定
が
随
所
に

見
ら
れ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
こ
れ
ら

の
論
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。
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T
P
P
は
農
業
交
渉
に
お
い
て
“
た
る

ん
だ
”
協
定
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本

が
重
要
５
品
目
（
コ
メ
、
麦
、
牛
肉
・
豚

肉
、
乳
製
品
、
砂
糖
）
と
す
る
多
く
で
、

自
由
貿
易
の
精
神
に
反
す
る
管
理
貿
易

（
国
家
貿
易
や
差
額
関
税
な
ど
）
の
仕
組

み
を
残
存
し
た
た
め
だ
。
そ
の
結
果
、
日

本
農
業
の
成
長
機
会
を
自
ら
閉
ざ
し
て
し

ま
っ
た
。

T
P
P
交
渉
開
始
前
か
ら
筆
者
が
提
言

し
て
き
た
と
お
り
、日
本
が
こ
う
し
た「
聖

域
」
を
戦
略
的
に
な
く
し
て
い
け
ば
、
農

産
物
の
加
工
貿
易
が
発
展
し
、
国
内
農
業

の
需
要
が
伸
長
す
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
て
た
は
ず
だ
っ
た
が
、結
果
は
違
っ
た
。

低
関
税
・
中
関
税
だ
っ
た
加
工
品
の
ほ
と

ん
ど
は
数
年
で
無
税
化
の
道
を
た
ど
る
。

上
述
し
た
「
重
要
」
品
目
は
徐
々
に
関
税

が
下
が
る
も
の
も
あ
る
が
、全
般
的
に「
聖

域
」
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。

要
す
る
に
、
原
材
料
農
産
物
は
高
関
税

の
ま
ま
か
少
し
だ
け
下
が
り
、
加
工
品
は

一
気
に
下
が
る
。
こ
れ
で
は
食
品
産
業
に

し
て
み
れ
ば
、
短
中
期
的
に
も
長
期
的
に

も
海
外
で
製
造
し
た
ほ
う
が「
よ
り
お
得
」

と
い
う
結
論
し
か
導
き
出
せ
な
い
。
日
本

の
農
産
物
需
要
は
マ
ク
ロ
に
み
れ
ば
約
７

割
が
加
工
品
で
あ
る
。
聖
域
が
残
っ
て
、

農
業
者
の
顧
客
（
食
品
事
業
者
）
が
国
内

か
ら
い
な
く
な
っ
て
は
本
末
転
倒
だ
。
売

り
先
の
減
少
に
よ
り
、
国
産
同
士
の
過
当

競
争
が
激
化
し
、
農
場
の
利
益
率
が
低
下

す
る
。
農
業
保
護
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
T
P
P
農
業
交
渉
の
問
題
点

は
妥
結
直
後
の
安
倍
総
理
の
会
見
内
容
に

す
べ
て
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。

「
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
は
認
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
れ
が
交
渉
参
加
の
大
前
提

で
あ
り
ま
す
。
と
く
に
コ
メ
や
麦
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
、
甜
菜
、
牛
肉
、
豚
肉
そ
し
て
乳

製
品
。
日
本
の
農
業
を
長
ら
く
支
え
て
き

た
こ
れ
ら
の
重
要
品
目
に
つ
い
て
は
、
最

後
の
最
後
ま
で
ギ
リ
ギ
リ
の
交
渉
を
続
け

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

関
税
撤
廃
の
例
外
を
し
っ
か
り
と
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
中
略
）
新
た
に

輸
入
枠
を
設
定
す
る
こ
と
と
な
る
コ
メ
に

つ
い
て
も
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

で
、
市
場
に
流
通
す
る
コ
メ
の
総
量
は
増

や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
農
家
の
皆

さ
ん
の
不
安
な
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
生
産
者
が
安
心
し
て
再
生
産
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
万
全
の
対
策

を
実
施
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
」

コ
メ
に
つ
い
て
要
約
す
れ
ば
、
自
由
化

は
避
け
た
（
現
在
の
国
産
米
よ
り
高
い
1

㎏
3
4
1
円
の
高
関
税
を
維
持
）。
そ
の

見
返
り
に
輸
入
枠
は
増
や
し
た
（
米
豪
か

ら
5
・
6
万
ｔ
、
13
年
目
以
降
7
・
84
万

ｔ
）。
そ
の
分
、
政
府
が
買
い
上
げ
る
国

産
米
の
量
を
増
や
し
て
い
く
。そ
の
結
果
、

コ
メ
の
供
給
量
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
、
米

価
の
下
落
は
抑
え
ら
れ
る
は
ず
。加
え
て
、

補
助
金
を
増
額
す
る
か
ら
安
心
し
て
く

山口大学農学部講師

浅川芳裕
（あさかわ・よしひろ）

『農業ビジネス』編集長、ジャ
ガイモ専門誌『ポテカル』編集
長。1974 年、山口県生まれ。
カイロアメリカ大学（AUC）中
東史学科、カイロ大学文学部東
洋言語学科セム語専科中退。英
語、アラビア語通訳、ソニー中
東新興市場専門官、農業技術通
信社専務『農業経営者』副編集
長を歴任。主な著書に『日本は
世界5位の農業大国』（講談社）、
『TPPで日本は世界一の農業大
国になる』（KKベストセラーズ）
など多数。近著に『日本よ！《農
業大国》となって世界を牽引せ
よ』（共著、ヒカルランド）、近
訳書に『国家を喰らう官僚たち
　アメリカを乗っ取る新支配階
級』（新潮社）がある。

PART2
TPP
農業界への影響と展望

T
P
P

農
業
交
渉
の
評
価

特集 

来
た
れ
！ 

T
P
P
【 

前
編
・
基
本
講
座 

】

TPP 後も脱税オプションが残る豚肉業界の未来は不透明のまま。
いまこそ、業界の健全化を自ら図る意識改革と行動を。
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れ
、
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

総
理
は
T
P
P
で
コ
メ
を
守
っ
た
と
い

う
が
、
こ
れ
で
は
日
本
の
稲
作
産
業
は
衰

退
の
道
を
た
ど
る
。
今
回
の
T
P
P
交
渉

で
コ
メ
と
競
合
と
な
る
麦
に
つ
い
て
は
、

関
税
に
相
当
す
る
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
（
農
水

省
が
輸
入
時
、
徴
収
す
る
差
益
）
は
45
％

か
ら
最
大
50
％
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
、
麦
の
価
格
は
下
が
っ
て
い

く
一
方
、
コ
メ
の
価
格
は
高
止
ま
り
を
目

指
す
、
と
い
っ
て
い
る
の
だ
。
よ
っ
て
、

麦
を
使
っ
た
食
品
開
発
は
さ
ら
に
進
み
、

買
い
や
す
く
な
る
一
方
、
人
為
的
に
コ
メ

離
れ
が
進
ん
で
い
く
。
換
言
す
れ
ば
、
国

主
導
の
農
政
に
先
祖
返
り
で
あ
る
。
発
展

に
真
っ
向
か
ら
逆
行
す
る
、
3
つ
の
政
府

介
入
、
①
国
家
貿
易
の
維
持
、
②
作
物
差

別
的
な
補
助
金
設
計
、
③
食
品
工
場
の
海

外
移
転
促
進
政
策
が
T
P
P
後
も
継
続
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
ま
ず
、
今
回
の
交
渉
結
果
の
ど

こ
が
問
題
な
の
か
品
目
ご
と
に
解
説
す

【
よ
く
あ
る
説
明
】

　

T
P
P
で
最
も
大
き

な
影
響
を
受
け
る
品
目

は
豚
肉
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
関
税
が
現

在
の
1
㎏
当
た
り
4
8
2
円
か
ら
T
P
P

発
効
後
10
年
で
、
50
円
へ
と
大
幅
に
下
が

る
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
安
い
輸
入
豚
肉

が
大
量
に
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
豚
肉
は
外
国
産
と
国
産
で
味
の
差
が

つ
き
に
く
い
た
め
、
価
格
を
重
視
す
る
消

費
者
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
関
税
引
き
下

げ
に
よ
っ
て
、
国
内
価
格
が
値
下
が
り
し

て
、
養
豚
農
家
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

る
。
そ
の
影
響
額
は
4
1
4
0
億
円
に
及

ぶ
（
日
本
養
豚
協
会
の
試
算
）。

【
実
際
の
報
道
】

「
豚
肉
の
関
税
の
大
幅
削
減
な
ど
で
譲
歩

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
」（
1
月
4
日
付
北

海
道
新
聞
）、「
関
税
50
円
は
も
は
や
撤
廃

と
同
じ
」（
週
刊
東
洋
経
済
15
年
12
月
12

日
号
）

【
農
水
省
の
説
明
】

差
額
関
税
制
度
・
分
岐
点
価
格
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
設
置
。

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
輸
入
が
引
き
続
き
行

な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
当
面
、
輸
入
の
急
増
は
見
込

み
が
た
い
。
生
産
減
少
額
は
、
約
１
６
９

億
円
か
ら
３
２
２
億
円
と
試
算
。

豚
肉

重
要
品
目
の

交
渉
結
果
と
問
題

差
額
関
税
制
度
に
よ
る

脱
税
ポ
ー
ク
の
常
態
化

T
P
P
と
豚
肉　

ホ
ン
ト
の
説
明

も
し
現
在
、
輸
入
豚
肉
に
対
し
て
1
㎏

当
た
り
4
8
2
円
の
関
税
が
か
か
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、【
よ
く
あ
る
説
明
】
は

も
っ
と
も
だ
。
し
か
し
、
事
実
は
そ
う
で

は
な
い
。
輸
入
時
の
関
税
を
財
務
省
に
問

い
合
わ
せ
る
と
、
1
㎏
当
た
り
4
8
2
円

支
払
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

平
均
す
る
と
、
そ
の
20
分
の
1
以
下
の
平

均
23
円
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
実
質
の

関
税
率
に
直
す
と
わ
ず
か
４
％
強
だ
（
図

１
参
照
。
関
税
収
入
を
輸
入
額
で
割
っ
て

算
出
し
た
）。
T
P
P
以
前
に
自
由
化
し

て
い
る
も
同
然
で
あ
る
。

一
体
ど
う
い
う
こ
と
か
。
豚
肉
に
は
差

額
関
税
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
制
度
が
あ
る
。

ま
ず
は
分
岐
点
価
格
が
設
定
さ
れ
る

（
1
㎏
当
た
り
5
2
4
円
）。
分
岐
点
を
超

え
る
豚
肉
に
は
一
律
４
・
３
％
の
関
税
が

か
け
ら
れ
る
。
そ
れ
よ
り
安
い
豚
肉
の
場

合
、
そ
の
分
岐
点
価
格
に
４
・
３
％
分
の

関
税
を
上
乗
せ
し
た
５
４
６
・
５
円
と
輸

入
価
格
の
差
額
が
関
税
と
し
て
徴
収
さ
れ

る
。
65
円
未
満
の
安
い
肉
の
場
合
、
一
律

１
㎏
４
８
２
円
の
関
税
（
従
量
税
）
が
か

か
る
。
つ
ま
り
、
ど
ん
な
に
安
い
肉
を
輸

入
し
よ
う
と
も
国
内
の
流
通
価
格
は
１
㎏

当
た
り
４
８
２
円
を
上
回
る
。
安
い
外
国

産
か
ら
国
内
の
養
豚
家
を
保
護
す
る
に
は

る
。
そ
し
て
、
気
が
早
い
と
い
わ
れ
る
だ

ろ
う
が
、T
P
P
再
交
渉
戦
略
に
つ
い
て
、

重
要
品
目
ご
と
に
提
言
し
た
い
。

T
P
P
は
リ
ビ
ン
グ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン

ト
（
生
き
た
協
定
）
で
あ
る
。
妥
結
し
た

内
容
が
未
来
永
劫
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
さ
れ
る

よ
う
に
誤
解
し
て
い
る
人
が
多
い
が
違

う
。
21
世
紀
型
の
世
界
基
準
と
な
る
べ
き

共
通
ビ
ジ
ネ
ス
・
ル
ー
ル
構
築
実
現
が

T
P
P
の
目
的
だ
。“
生
き
た
”
の
名
の

と
お
り
、
関
税
・
サ
ー
ビ
ス
・
投
資
な
ど

の
自
由
化
合
意
に
つ
い
て
、
全
12
加
盟
国

が
実
施
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
さ
せ
て
い
き
な

が
ら
、
今
回
妥
結
で
き
な
か
っ
た
積
み
残

し
事
項
に
つ
い
て
も
交
渉
が
い
ず
れ
再
開

さ
れ
る
。
そ
の
際
、
日
本
が
今
回
選
択
し

た
管
理
貿
易
の
手
法
は
見
直
し
が
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
政
府
が
同
じ
過

ち
を
犯
さ
な
い
よ
う
、
い
ま
の
う
ち
か
ら

新
た
な
選
択
肢
を
提
示
し
た
い
。

今
回
は
豚
肉
に
焦
点
を
絞
り
、
次
号
以

降
、
他
の
品
目
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
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鉄
壁
な
制
度
に
見
え
る
が
、
そ
ん
な
に
単

純
で
は
な
い
。

こ
の
制
度
の
最
大
の
問
題
点
は
、
基
準

価
格
内
で
は
価
格
が
高
い
ほ
ど
税
率
が
下

が
る
点
に
あ
る
。別
の
言
い
方
を
す
る
と
、

安
い
肉
も
高
い
肉
も
差
額
関
税
に
よ
っ

て
、
強
制
的
に
同
じ
価
格
に
す
る
仕
組
み

だ
。
輸
入
業
者
は
そ
れ
で
は
商
売
に
な
ら

な
い
。そ
こ
で
、「
安
い
も
の
を
安
い
ま
ま
」

輸
入
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考

え
る
。
簡
単
で
あ
る
。
税
関
で
は
安
い
肉

の
価
格
を
偽
っ
て
つ
り
上
げ
、
基
準
価
格

と
同
額
で
申
告
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
す
れ

ば
差
額
関
税
は
ゼ
ロ
に
な
り
、
支
払
う
関

税
は
４
・
３
％
だ
け
で
済
む
。
も
ち
ろ
ん

脱
税
だ
。“
裏
ポ
ー
ク
”“
闇
ポ
ー
ク
”
と

呼
ば
れ
る
世
界
の
話
で
あ
る
。
本
当
に
そ

ん
な
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
。

図
２
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
豚
肉
の

平
均
輸
入
価
格
推
移
で
あ
る
。
冷
凍
肉
も

生
鮮
（
チ
ル
ド
）
肉
も
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

同
じ
価
格
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
の
額
は

５
２
４
円
の
近
似
値
だ
。
５
２
４
円
と
は

課
税
額
が
４
・
３
％
と
最
小
に
な
る
（
逆

に
い
え
ば
脱
税
額
が
最
大
に
な
る
）
輸
入

単
価
で
あ
る
。
４
・
３
％
と
は
冒
頭
の
平

均
関
税
23
円
と
同
額
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

毎
年
７
、
80
万
t
ほ
ど
、
金
額
に
し
て
４

０
０
０
億
円
前
後
も
輸
入
さ
れ
る
巨
大
商

品
に
お
い
て
、
業
者
が
無
数
に
お
り
、
品

質
も
多
種
多
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
均

価
格
が
毎
年
一
定
と
は
異
様
だ
。

次
に
図
３
に
注
目
い
た
だ
き
た
い
。
輸

入
豚
肉
の
な
か
で
、
最
も
シ
ェ
ア
の
高
い

ア
メ
リ
カ
の
国
内
豚
肉
価
格
の
推
移
で
あ

る
。
そ
の
価
格
は
大
き
く
変
動
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
２
の
と
お
り
輸
入

価
格
は
見
事
に
一
定
で
あ
る
。
し
か
も
、

ア
メ
リ
カ
産
の
実
勢
価
格
は
日
本
の
輸
入

額
の
約
３
分
の
１
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

輸
入
価
格
が
そ
ろ
っ
て
い
る
点
に
つ
い

て
、
農
水
省
は
こ
う
弁
明
す
る
。

「
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
輸
入
（
価
格
の
高

い
部
位
と
安
い
部
位
を
組
み
合
わ
せ
て
分

岐
点
に
近
い
価
格
で
輸
入
）
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、部
位
的
に
見
れ
ば
、

分
岐
点
価
格
を
下
回
る
よ
う
な
部
位
が
国

内
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、

高
価
格
部
位
も
合
わ
せ
て
輸
入
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
低
価
格
部

位
の
輸
入
抑
制
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
」（
同

省
資
料
「
豚
肉
の
差
額
関
税
制
度
に
つ
い

て
」）。
こ
の
説
明
が
事
実
で
あ
れ
ば
、【
農

水
省
の
説
明
】
も
も
っ
と
も
ら
し
い
が
そ

の
論
理
は
破
た
ん
し
て
い
る
。

高
い
肉
と
安
い
肉
を
混
在
さ
せ
た
平
均

で
分
岐
点
価
格
に
し
て
い
る
と
い
う
が
、

「
そ
も
そ
も
海
外
産
の
豚
肉
で
分
岐
点
を
大

幅
に
超
え
る
よ
う
な
肉
は
、
ご
く
一
部
の

ブ
ラ
ン
ド
豚
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
な
い
」

（
業
界
関
係
者
）。
ま
た
、
日
本
の
よ
う
に

ヒ
レ
と
ロ
ー
ス
な
ど
一
部
の
部
位
だ
け
が

重
宝
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
図
３

で
示
し
た
よ
う
に
平
均
価
格
は
1
0
0
か

ら
3
0
0
円
前
後
で
あ
る
。
分
岐
点
を
大

幅
に
超
え
る
高
い
肉
が
大
量
に
存
在
し
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
抱
き
合
わ
せ
て
輸
入
す

る
安
い
部
位
と
平
均
し
て
、
き
れ
い
に
関

税
を
最
小
化
で
き
る
輸
入
価
格
に
合
わ
せ

ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。
現
実
の
輸
入
豚
肉

の
卸
売
価
格
を
長
期
的
に
見
て
い
っ
て
も
、

輸
入
価
格
よ
り
安
い
卸
値
の
時
期
が
し
ば

し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
仕
入
価
格
よ
り
安

く
売
り
続
け
れ
ば
、
ど
ん
な
会
社
で
も
赤

字
と
な
り
、
倒
産
す
る
。
そ
れ
で
も
経
営

が
持
続
し
て
い
る
の
は
、
脱
税
が
常
態
化

し
て
い
る
ほ
か
説
明
が
つ
か
な
い
。

こ
う
し
た
事
実
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
85
万
t
（
14
年
輸
入
実
績
、
財
務
省
）

と
い
う
輸
入
量
の
す
べ
て
で
、
コ
ン
ビ
ネ

ー
シ
ョ
ン
輸
入
を
し
て
い
る
と
断
定
す
る

の
が
農
水
省
だ
。
小
学
生
の
算
数
で
も
、

そ
の
無
根
拠
さ
は
証
明
で
き
る
。

仮
に
農
水
省
が
い
う
と
お
り
、
す
べ
て

が
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
輸
入
だ
と
し
て

も
、
国
産
保
護
に
さ
え
な
っ
て
い
な
い
。

外
国
産
豚
肉
で
最
も
需
要
が
あ
る
の
は
、

モ
モ
や
肩
肉
な
ど
の
低
価
格
部
位
で
あ

る
。
一
般
消
費
者
向
け
の
ハ
ム
や
ソ
ー
セ

ー
ジ
に
加
工
さ
れ
る
そ
れ
ら
は
、
手
軽
で

価
格
も
手
ご
ろ
、
栄
養
価
も
高
い
た
め
、

日
本
人
の
食
生
活
に
深
く
浸
透
し
た
商
品

で
あ
り
、
日
本
人
の
豚
肉
消
費
の
６
割
弱

図2：豚肉平均輸入価格推移
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を
占
め
る
。
一
方
、
ヒ
レ
と
ロ
ー
ス
の
高

級
部
位
は
ど
う
か
。
ト
ン
カ
ツ
や
ヒ
レ
カ

ツ
用
だ
。
国
産
の
人
気
が
高
く
、
す
み
分

け
が
進
ん
で
い
た
が
、
差
額
関
税
に
よ
っ

て
奇
妙
な
現
象
が
起
こ
っ
て
き
た
。

差
額
関
税
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
だ
け

に
、
本
来
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
は
必
要

の
な
い
高
価
格
の
部
位
を
輸
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
点
だ
。
メ
ー
カ
ー
は
売
り
さ

ば
け
な
い
か
ら
、
少
し
で
も
元
を
取
ろ
う

と
ダ
ン
ピ
ン
グ
販
売
を
す
る
。
ス
ー
パ
ー

で
異
様
に
安
い
特
売
が
あ
っ
た
り
、
一
部

外
食
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
外

国
産
が
国
産
ヒ
レ
や
ロ
ー
ス
と
競
合
し
、

守
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
国
内
養
豚
家
か

ら
、
得
意
と
す
る
高
価
格
帯
の
国
内
市
場

を
奪
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
輸
入

業
者
は
高
価
格
部
位
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
損
失

を
補
お
う
と
、
本
来
安
さ
が
売
り
の
低
価

格
部
位
を
で
き
る
だ
け
メ
ー
カ
ー
に
高
値

で
売
ろ
う
と
努
力
す
る
。
そ
の
結
果
、
ハ

ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
の
増
量
剤
等
の
使
用

が
一
般
化
す
る
。
こ
れ
で
は
、
良
い
も
の

を
仕
入
れ
て
、
い
い
加
工
品
を
作
ろ
う
と

い
う
企
業
努
力
が
発
揮
さ
れ
づ
ら
い
。
お

ま
け
に
消
費
者
は
品
質
と
価
格
が
マ
ッ
チ

し
て
い
な
い
も
の
を
買
う
と
い
う
羽
目
に

な
る
。

し
か
し
、
メ
ー
カ
ー
は
競
争
が
あ
る
か

ら
簡
単
に
は
値
上
げ
で
き
ず
、
損
し
て
で

も
生
き
残
り
を
か
け
る
。
そ
こ
で
海
外
か

ら
安
い
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
入
っ
て
く

る
。
す
で
に
加
工
さ
れ
た
豚
肉
製
品
は
10

％
し
か
関
税
が
か
か
ら
ず
、
他
国
に
は
差

額
関
税
制
度
が
な
い
か
ら
、
海
外
メ
ー
カ

ー
は
安
い
原
材
料
は
安
く
、
高
い
原
材
料

は
高
く
と
国
際
価
格
で
調
達
で
き
て
い

る
。
こ
れ
で
は
国
内
メ
ー
カ
ー
は
太
刀
打

ち
で
き
な
い
。
し
か
も
、
T
P
P
交
渉
で

ハ
ム
ソ
ー
の
関
税
は
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
（
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
発
効
6
年
後
、

ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
は
11
年
後
）。
結
局
は
加

工
品
の
輸
入
が
増
え
、
い
よ
い
よ
国
内
メ

ー
カ
ー
の
経
営
は
苦
し
く
な
る
。
廃
業
か
、

工
場
の
海
外
移
転
が
促
さ
れ
る
結
果
を
招

く
。
養
豚
業
界
は
自
由
化
を
恐
れ
、
差
額

関
税
死
守
を
掲
げ
て
T
P
P
反
対
運
動
を

戦
っ
て
き
た
が
、
そ
の
目
的
と
は
正
反
対

に
困
る
の
は
日
本
の
養
豚
家
で
あ
る
。

本
来
、
T
P
P
交
渉
は
差
額
関
税
の
よ

う
な
非
関
税
障
壁
や
脱
法
的
な
取
引
を
改

た
め
、
規
律
を
高
め
る
ル
ー
ル
づ
く
り
の

場
で
あ
る
。
な
ぜ
今
回
、
こ
の
よ
う
な
不

透
明
な
制
度
が
温
存
さ
れ
た
の
か
。

一
言
で
い
え
ば
、
差
額
関
税
は
ア
メ
リ

カ
を
は
じ
め
海
外
の
養
豚
家
に
利
益
を
与

え
る
制
度
だ
か
ら
だ
。
関
税
に
よ
っ
て
安

い
も
の
を
高
い
も
の
と
強
制
的
に
同
じ
価

格
に
す
る
仕
組
み
だ
か
ら
、
海
外
の
養
豚

業
者
に
し
て
み
れ
ば
こ
ん
な
に
お
い
し
い

話
は
な
い
。
価
格
競
争
が
意
味
を
な
さ
な

い
わ
け
だ
か
ら
、
彼
ら
は
合
法
的
に
高
い

値
づ
け
を
し
て
儲
け
る
こ
と
を
選
ぶ
。
輸

入
業
者
に
し
て
み
れ
ば
、
海
外
の
養
豚
家

だ
け
を
儲
け
さ
せ
て
は
ジ
リ
貧
だ
。
苦
肉

の
策
と
し
て
、
脱
税
方
法
を
編
み
出
し
た

の
だ
。
実
際
、
食
肉
団
体
は
「
廃
止
」
を

長
年
、
訴
え
て
き
た
。
少
し
で
も
脱
税
額

を
減
ら
そ
う
と
、
現
地
で
加
工
度
合
を
高

め
る
処
理
を
委
託
し
、
輸
入
単
価
を
高
め

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
現
地
に
そ
の
た

め
の
子
会
社
を
作
っ
た
食
肉
企
業
も
多
数

あ
る
。
そ
の
結
果
、
奪
わ
れ
た
の
は
膨
大

な
食
肉
処
理
業
の
地
域
雇
用
だ
。

と
こ
ろ
が
、
農
水
省
は
国
益
だ
と
い
い

な
が
ら
、
T
P
P
交
渉
で
養
豚
家
を
利
す

る
制
度
を
残
せ
と
主
張
し
た
。
交
渉
相
手

国
は
「
廃
止
せ
よ
」
と
い
い
な
が
ら
、
最

終
的
に
日
本
の
主
張
を
し
ぶ
し
ぶ
飲
ん
だ

の
は
完
全
自
由
化
よ
り
自
国
が
得
す
る
た

め
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
な
ぜ
、
養
豚
家
、
食
肉
業
者
、

関
連
従
業
員
を
追
い
つ
め
る
行
動
を
取
る

の
か
。
長
年
の
農
水
省
取
材
経
験
か
ら
結

論
づ
け
れ
ば
、
官
僚
の
無
謬
性
神
話
で
あ

る
。
筆
者
の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、

差
額
関
税
の
毒
害
性
は
専
門
家
や
実
務
家

か
ら
糾
弾
さ
れ
て
き
た
。『
豚
肉
が
消
え

る　

差
額
関
税
が
日
本
の
食
卓
を
破
壊
す

る
』（
高
橋
寛
監
修
）、『
国
際
条
約
違
反
・

違
憲
豚
肉
の
差
額
関
税
制
度
を
断
罪
す
る�

：
農
林
水
産
省
の
欺
瞞
』（
志
賀
櫻
）
と

い
っ
た
専
門
書
籍
が
あ
る
く
ら
い
だ
。
差

額
関
税
を
憲
法
違
反
と
す
る
裁
判
さ
え
行

な
わ
れ
て
い
る
（
最
高
裁
判
所
の
上
告
審

で
棄
却
）。
こ
の
制
度
を
知
っ
た
者
な
ら
、

誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
欠
陥
が
あ
る
と
わ

か
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
そ
れ
を
認
め

ら
れ
な
い
の
が
官
僚
の
性
な
の
だ
。

そ
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
の
が
差
額
関

税
制
度
の
根
拠
法
「
畜
産
物
の
価
格
安
定

に
関
す
る
法
律
」
で
あ
る
。「
価
格
の
安

定
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
畜
産
及
び
そ
の

図3：アメリカ国内の豚肉価格推移
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関
連
産
業
の
健
全
な
発
達
を
促
進
し
、
あ

わ
せ
て
国
民
の
食
生
活
の
改
善
に
資
す
る

こ
と
を
目
的（
第
一
条
）」と
す
る
も
の
だ
。

そ
の
う
え
で
、「
こ
の
制
度
は
、
海
外
か

ら
の
安
価
な
豚
肉
の
大
量
輸
入
に
よ
る
国

内
需
給
の
混
乱
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
内

の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
寄
与
し
て
い

ま
す
」
と
自
負
し
て
い
る
。
我
々
農
水
省

こ
そ
が
農
畜
産
の
需
給
と
価
格
を
安
定
化

さ
せ
る
の
が
使
命
だ
と
い
う
わ
け
だ
。
豚

肉
だ
け
で
な
く
、T
P
P
交
渉
に
お
い
て
、

「
需
給
と
価
格
の
安
定
」
を
錦
の
御
旗
と

す
る
農
水
省
に
と
っ
て
の
聖
域
で
あ
る
コ

メ
、
麦
、
乳
製
品
、
砂
糖
が
重
要
品
目
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
歴
史
を
振
り
返
れ
ば

戦
時
法
制
で
国
家
に
よ
る
物
価
統
制
を
行

な
っ
た
名
残
が
、
こ
う
し
て
い
ま
も
継
続

し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

官
僚
の
く
だ
ら
な
い
プ
ラ
イ
ド
を
よ
そ

に
、
現
実
の
豚
肉
ビ
ジ
ネ
ス
は
続
く
。
脱

税
が
既
成
事
実
と
は
い
え
、
誰
も
捕
ま
り

た
く
は
な
い
。
そ
こ
で
国
内
外
の
子
会
社

や
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
を
何
社
、
何
十

社
も
迂
回
さ
せ
、
架
空
取
引
や
バ
ッ
ク
マ

ー
ジ
ン
の
支
払
い
を
積
み
重
ね
て
い
る
の

だ
。
ま
た
、
こ
う
し
た
複
雑
な
取
引
ル
ー

ト
に
よ
っ
て
、
元
を
た
ど
れ
ば
一
体
ど
こ

の
国
の
ど
ん
な
肉
が
輸
入
さ
れ
た
の
か
、

素
性
が
わ
か
ら
な
く
な
る
副
作
用
も
生
じ

て
い
る
。
違
法
取
引
が
バ
レ
に
く
い
原
産

国
や
業
者
を
架
空
に
作
る
過
程
で
、
産
地

偽
装
の
温
床
に
も
な
っ
て
い
る
の
だ
。

今
後
、
偽
装
の
深
刻
化
が
進
む
。
T
P
P

加
盟
国
の
差
額
関
税
は
下
が
っ
て
い
く
が
、

非
加
盟
国
の
差
額
は
従
来
ど
お
り
の
ま
ま

だ
。
何
が
起
こ
る
か
。
非
加
盟
国
産
の
豚
肉

を
加
盟
国
に
実
物
か
ペ
ー
パ
ー
上
か
で
迂
回

さ
せ
れ
ば
儲
か
る
。
ま
す
ま
す
素
性
が
わ
か

ら
な
い
豚
肉
が
出
回
る
こ
と
に
な
る
。
困
る

の
は
消
費
者
だ
。
表
示
上
、
○
○
産
と
信
じ

て
買
っ
て
い
て
も
、
本
当
は
中
国
産
な
の
か

ア
メ
リ
カ
産
な
の
か
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い

状
態
に
な
る
。

以
上
を
読
ん
だ
人
の
な
か
に
は
、
あ
ま

り
に
極
論
で
は
な
い
か
と
訝
し
く
思
う
向

き
も
あ
ろ
う
。
だ
が
実
際
、
財
務
省
の
通

関
後
の
事
後
調
査
で
発
覚
し
た
脱
税
額
だ

け
で
も
数
百
億
円
を
超
え
る
レ
ベ
ル
で
あ

る
。
近
年
で
脱
税
額
10
億
円
以
上
の
年
だ

け
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
09
年
45
億
円
、
12

年
１
３
６
億
円
、
13
年
14
億
円
、
14
年
28

億
円
と
な
っ
て
い
る
（
財
務
省
「
関
税
等

の
申
告
に
係
る
輸
入
事
後
調
査
の
結

果
」）。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
金
額
は
書
類

の
事
後
調
査
で
判
明
し
た
も
の
で
、
貨
物

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

氷
山
の
一
角
で
あ
る
。

筆
者
は
脱
税
の
た
め
の
イ
ン
ボ
イ
ス
操

作
を
担
当
し
て
い
た
元
商
社
マ
ン
や
輸
入

業
者
と
面
談
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、「
業

界
で
ま
と
も
に
関
税
を
払
っ
て
い
る
話
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
て

言
う
。
制
度
を
管
轄
す
る
農
水
省
も
そ
の

こ
と
は
と
う
の
昔
に
認
識
し
て
い
る
。
06

年
の
「
農
水
省
生
産
局
畜
産
部
長
」
文
書

に
お
い
て
、「（
差
額
関
税
の
）
法
令
遵
守

に
向
け
た
取
組
状
況
調
査
に
お
い
て
、
未

だ
法
令
遵
守
に
向
け
た
取
組
体
制
が
整
っ

て
い
な
い
企
業
が
多
数
存
在

4

4

4

4

（
傍
点
筆
者
）

す
る
こ
と
が
判
明
し
た
」
と
あ
る
と
お
り

だ
。
そ
の
う
え
で
、同
文
書
に
お
い
て「
食

肉
関
係
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
法
令
遵
守

の
た
め
の
規
範
等
を
整
備
す
る
こ
と
等
を

交
付
要
件
と
す
る
」
と
脱
税
企
業
に
対
し

て
、
血
税
を
使
っ
た
補
助
事
業
を
提
供

す
る
寛
大
さ
さ
え
示
し
た
。さ
ら
に
、「
豚

肉
を
輸
入
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
差
額
関
税

制
度
に
基
づ
き
適
正
に
手
続
き
を
行
い

ま
し
ょ
う
」
と
子
供
だ
ま
し
の
よ
う
な
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
業
界
に
配
布
し
て
行
政
指

導
は
終
了
し
た
。
そ
の
6
年
後
の
12
年
、

巨
額
の
脱
税
が
発
覚
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

同
じ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
刷
っ
て
終
わ
り

だ
。
唯
一
の
違
い
は
「
適
正
に
」
に
下
線

を
引
い
て
強
調
し
て
い
る
だ
け
だ
。
適
正

に
輸
入
す
れ
ば
商
売
が
成
立
し
な
い
仕
組

み
を
自
ら
作
っ
て
お
い
て
、「
適
正
に
」

と
繰
り
返
し
て
問
題
が
解
決
す
る
は
ず
が

な
い
。

同
制
度
の
下
、
通
関
を
管
轄
す
る
財
務

省
は
ま
だ
正
直
だ
。
同
年
、
財
務
省
の
関

税
局
長
が
出
し
た
文
書
「
豚
肉
の
輸
入
申

告
に
係
る
審
査
・
検
査
の
充
実
等
に
つ
い

て
」
に
は
こ
う
あ
る
。

「
豚
肉
の
貨
物
検
査
に
際
し
て
は
、
部
位

の
識
別
、貨
物
の
重
量
に
着
目
す
る
こ
と
」

「
豚
肉
の
各
部
位
に
関
す
る
知
識
の
向
上

等
を
図
る
た
め
、
関
係
職
員
に
対
す
る
研

修
の
充
実
に
努
め
る
」「
各
豚
肉
原
産
国

に
お
け
る
豚
肉
流
通
価
格
の
把
握
に
努
め

る
」「
豚
肉
の
輸
出
価
格
に
係
る
情
報
の

入
手
に
努
め
る
」

言
い
換
え
れ
ば
、「
税
関
で
こ
れ
ま
で

部
位
も
重
量
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
以
前
に
ば
ら
肉
や
ロ
ー
ス

な
ど
の
部
位
の
識
別
法
も
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
海
外
の
豚
肉
価
格
も
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
認
め
た
の
だ
。「
何
の
チ
ェ
ッ

ク
も
な
い
か
ら
、
ど
ん
な
肉
で
も
、
書
類

に
は
『
豚
肉
』
と
書
け
ば
分
岐
点
価
格
で

簡
単
に
通
関
を
通
せ
た
」（
先
述
の
元
商
社

マ
ン
）
と
の
発
言
を
裏
付
け
る
内
容
だ
。

非
を
認
め
る
と
同
時
に
、
財
務
省
は
取

締
強
化
に
出
る
。
通
関
書
類
の
一
つ
と
し

て
、
輸
入
す
る
豚
肉
の
現
地
で
の
仕
入
価

格
等
を
添
付
す
る
よ
う
求
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、脱
税
は
減
る
ど
こ
ろ
か
、

特集 

来
た
れ
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さ
ら
に
巧
妙
な
手
口
を
生
ん
で
い
る
。

輸
入
業
者
は
差
額
関
税
の
適
用
が
な

く
、
20
％
か
ら
25
％
の
低
関
税
品
目
「
豚

肉
調
製
品
」
を
選
ん
で
、
輸
入
申
告
す
る

傾
向
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
輸
入
量
と
価

格
は
図
４
と
図
５
で
示
し
て
あ
る
。
輸
入

量
は
審
査
が
厳
し
く
な
っ
た
過
去
10
年
で

倍
増
し
、
20
万
t
と
未
調
製
の
豚
肉
の
３

割
ほ
ど
に
迫
っ
て
い
る
。
価
格
は
と
い
え

ば
３
０
０
円
前
後
だ
。
調
製
品
と
は
、
豚

肉
を
細
か
い
部
位
に
分
け
、
塩
コ
シ
ョ
ウ

や
ス
パ
イ
ス
を
加
え
る
な
ど
し
て
半
加
工

し
た
製
品
で
あ
る
。
当
然
、
枝
肉
や
未
加

工
の
部
位
肉
よ
り
価
格
が
高
く
な
る
は
ず

だ
が
、
ほ
ぼ
半
値
で
あ
る
。

そ
の
カ
ラ
ク
リ
は
こ
う
だ
。
通
関
に
現

地
書
類
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
安
い
価
格
の
も
の
を
分
岐
点
価
格
で

輸
入
し
て
ば
か
り
い
て
は
脱
税
が
ば
れ
て

し
ま
う
。
仕
方
な
し
に
多
少
の
高
価
格
部

位
を
混
ぜ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
輸

入
仕
入
額
の
海
外
送
金
で
も
チ
ェ
ッ
ク
が

厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
申
告
ど
お
り
に
支

払
わ
な
く
て
は
同
じ
く
ば
れ
る
。し
か
し
、

そ
れ
で
は
儲
け
が
少
な
く
な
る
。
差
額
関

税
で
輸
入
し
た
安
い
豚
肉
は
分
岐
点
価
格

ど
お
り
海
外
送
金
す
る
と
同
時
に
、
調
製

品
の
関
税
コ
ー
ド
を
使
っ
て
高
い
豚
肉
を

安
く
仕
入
れ
る
こ
と
で
、
合
法
的
に
相
互

の
損
益
を
相
殺
し
て
い
る
の
だ
。
財
務
省

の
担
当
者
に
こ
の
筆
者
分
析
を
ぶ
つ
け
た

と
こ
ろ
、「
豚
肉
の
脱
税
は
た
し
か
に
巧

妙
で
す
。
と
い
っ
て
も
、
麻
薬
の
密
輸
も

巧
妙
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
に
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
」
と
豚
肉
と
麻
薬
と
の
妙
な
類
似

点
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
行
政
の
責
任
か

ら
い
え
ば
、豚
肉
の
ほ
う
が
悪
質
で
あ
る
。

麻
薬
密
輸
は
明
ら
か
に
違
法
だ
が
、
差
額

関
税
は
合
法
品
（
ご
く
普
通
の
豚
肉
）
の

違
法
化
を
誘
発
す
る
制
度
だ
か
ら
だ
。
制

度
を
改
め
る
だ
け
で
、問
題
は
氷
解
す
る
。

こ
の
制
度
は
日
本
特
有
の
国
内
ル
ー
ル
で

あ
る
。
T
P
P
の
よ
う
な
国
際
交
渉
プ
ロ

セ
ス
を
経
な
く
て
も
、
国
内
法
で
自
由
に

改
変
、
廃
止
で
き
る
。
そ
こ
で
、
財
務
官

僚
に
こ
う
問
い
か
け
た
。「
あ
な
た
は
関

税
・
税
制
の
プ
ロ
だ
。
も
し
そ
う
な
ら
、

差
額
関
税
制
度
が
“
堅
気
で
な
い
”
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
専
門
の
行
政

官
と
し
て
の
良
識
と
良
心
が
あ
る
な
ら
、

財
務
相
に
進
言
し
、
農
水
省
に
対
し
て
制

度
改
正
を
求
め
る
べ
き
だ
。
関
税
の
管
轄

は
財
務
省
だ
が
、
制
度
を
作
っ
た
の
は
農

水
省
だ
。
悪
法
だ
と
知
り
な
が
ら
、
な
ぜ

あ
な
た
は
農
水
省
の
論
理
に
従
属
し
て
、

現
場
で
小
間
使
い
を
し
て
い
る
の
か
。
取

締
強
化
を
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
財
務

官
僚
の
優
秀
な
頭
脳
を
豚
肉
の
輸
入
書
類

チ
ェ
ッ
ク
に
い
つ
ま
で
浪
費
し
続
け
る
つ

も
り
な
の
か
」。答
え
は
美
し
か
っ
た
。「
私

ど
も
の
立
場
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
」

そ
の
取
材
後
、
農
水
省
に
別
の
角
度
か

ら
問
い
つ
め
た
。「
本
当
に
差
額
関
税
制
度

が
養
豚
家
を
保
護
す
る
と
信
じ
て
い
る
の

な
ら
、
農
水
省
は
ず
さ
ん
な
取
締
を
し
て

い
る
財
務
省
に
豚
肉
通
関
の
徹
底
指
導
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
」。
答
え
は
官
僚
的
だ

っ
た
。「
管
轄
を
侵
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

の
一
点
張
り
だ
。
そ
う
い
う
な
ら
、
次
の

質
問
に
移
ろ
う
。「
あ
な
た
が
た
は
、
差
額

関
税
維
持
・
減
額
の
T
P
P
合
意
で
養
豚

業
界
へ
の
影
響
は
限
定
的
（
約
１
６
９
億

円
か
ら
３
２
２
億
円
）
だ
と
公
式
見
解
を

発
表
し
て
い
る
。
そ
う
い
え
る
た
め
に
は
、

輸
入
豚
肉
の
部
位
別
価
格
と
需
給
状
況
を

把
握
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
さ
も
な
け

れ
ば
、
国
産
と
外
国
産
の
ど
の
部
位
が
価

格
的
に
量
的
に
競
合
し
て
い
る
か
計
算
で

き
な
い
。
も
し
計
算
し
て
い
な
け
れ
ば
、

影
響
度
合
の
見
解
の
根
拠
自
体
が
存
在
し

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
が
い
か
が
か
」。
そ

の
返
事
が
い
か
し
て
い
る
。「
畜
産
の
需
給

情
報
を
統
括
す
る
農
畜
産
業
振
興
機
構
に

聞
い
て
く
れ
」。
責
任
逃
れ
で
あ
る
。
そ
こ

で
素
直
に
問
い
合
わ
せ
て
み
る
と
、
驚
く

べ
き
回
答
を
得
た
。「
価
格
は
わ
か
っ
て
い

る
が
、
調
査
は
外
注
し
て
お
り
、
個
別
企

業
の
機
密
情
報
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ

き
、
詳
し
く
は
回
答
で
き
な
い
」
の
繰
り

返
し
だ
。
ら
ち
が
明
か
な
い
の
で
、
食
肉

の
市
場
調
査
を
詳
し
く
行
な
っ
て
い
る
業

界
団
体
に
価
格
を
問
い
合
わ
せ
た
。「
量
は

図4：豚肉調製品の輸入量推移

図5：�豚肉調製品の平均輸入価格推移
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特集 

来
た
れ
！ 

T
P
P
【 

前
編
・
基
本
講
座 

】

P
A
R
T
2　
T
P
P
農
業
界
へ
の
影
響
と
展
望

わ
か
る
が
、
各
社
事
情
が
あ
り
、
価
格
を

質
問
し
て
も
答
え
て
く
れ
な
い
」
と
逃
げ

る
。
筆
者
が
た
だ
知
り
た
い
の
は
部
位
別

の
平
均
価
格
で
、
個
別
企
業
の
情
報
で
は

な
い
。
な
ぜ
、
豚
肉
の
用
途
別
の
価
格
を

官
庁
・
業
界
団
体
ぐ
る
み
で
隠
す
の
か
。

答
え
は
も
う
お
わ
か
り
だ
ろ
う
。
全
体
の

脱
税
額
が
論
理
的
に
特
定
、
立
証
さ
れ
て

し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
れ
で
困
る
の
は
農
水

省
と
業
界
団
体
だ
け
だ
。

こ
れ
以
上
不
毛
な
取
材
を
続
け
て
も
光

明
は
開
け
な
い
。
読
者
、
養
豚
業
界
人
が

知
り
た
い
の
は
本
当
の
影
響
だ
。
筆
者
の

独
断
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
後
の
輸
入
価
格
の

変
化
を
予
測
し
て
み
た
。
豚
肉
ビ
ジ
ネ
ス

の
将
来
を
決
め
る
の
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
で
あ
る
。
彼
ら
の
ロ
ジ
ッ
ク
か
ら
考
察

す
れ
ば
、自
ず
と
そ
の
解
は
見
い
だ
せ
る
。

そ
れ
は
損
得
勘
定
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の

選
択
肢
は
二
つ
に
一
つ
だ
。「
脱
税
を
継

続
す
る
場
合
」
と
「
脱
税
を
し
な
い
場
合
」

の
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

こ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
理
論
を
詳
細
に
示
し

た
の
が
表
１
（
31
頁
参
照
）
で
あ
る
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
差
額
関
税
が
削
減
さ
れ
る

と
い
っ
て
も
、
い
ま
の
脱
税
の
常
態
化
で

支
払
っ
て
い
る
関
税
（
４
・
３
％
）
よ
り

ず
っ
と
高
い
。
現
在
の
従
量
税
（
差
額
関

税
）
は
最
大
４
８
２
円
が
発
効
年
に
１
２

５
円
、
発
効
５
年
後
に
70
円
、
10
年
後
に

50
円
と
な
る
。
い
ず
れ
も
現
在
、
支
払
わ

れ
て
い
る
関
税
23
円
よ
り
ず
っ
と
高
く
、

発
効
10
年
後
で
も
倍
以
上
だ
。
一
方
の
従

価
税
の
ほ
う
は
５
年
後
、
い
ま
の
４
・
３

％
が
２
・
２
％
、
10
年
後
ゼ
ロ
％
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
制
度
変
更
を
念
頭
に
し
て
、
あ

な
た
が
輸
入
業
者
だ
と
し
よ
う
。
損
得
勘

定
か
ら
ど
ん
な
選
択
を
す
る
か
。
脱
税
し

か
な
い
。
要
す
る
に
、
10
年
間
は
い
ま
と

変
わ
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
な
る
。
冒
頭

で
引
用
し
た
「
関
税
50
円
は
も
は
や
撤
廃

と
同
じ
」（
週
刊
東
洋
経
済
15
年
12
月
12

日
号
）
な
ど
と
い
っ
た
分
析
は
甘
す
ぎ
て

論
評
に
も
値
し
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
理
論
に
加
味
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
変
数
が
３
つ
あ
る
。
一
つ
は

財
務
省
の
行
動
だ
。
麻
薬
取
締
の
よ
う
に

個
々
の
コ
ン
テ
ナ
を
開
け
て
、
部
位
の
識

別
を
行
な
う
ぐ
ら
い
検
査
を
強
化
し
た
と

し
よ
う
。
輸
入
業
者
は
廃
業
と
な
り
、
リ

ス
ク
が
高
す
ぎ
て
新
規
参
入
も
起
き
な
い
。

結
果
、輸
入
が
減
り
、国
産
需
要
が
高
ま
る
。

た
だ
し
、
T
P
P
加
盟
国
へ
の
工
場
移
転

は
さ
ら
に
加
速
す
る
た
め
、
加
工
用
途
の

需
要
は
大
幅
に
減
る
。
こ
れ
ま
で
の
財
務

省
の
対
応
か
ら
し
て
、
そ
こ
ま
で
厳
格
化

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
。

も
う
一
つ
の
変
数
の
ほ
う
が
ビ
ジ
ネ
ス

現
場
で
は
重
要
で
あ
る
。脱
税
コ
ス
ト
だ
。

脱
税
は
た
だ
で
は
な
い
。
大
手
の
食
肉
メ

ー
カ
ー
は
世
間
体
か
ら
大
っ
ぴ
ら
に
違
法

行
為
を
し
な
い
。零
細
中
小
業
者
に
託
す
。

彼
ら
に
マ
ー
ジ
ン
（
＝
脱
税
コ
ス
ト
）
が

残
る
形
で
だ
。
そ
う
し
た
業
者
も
捕
ま
り

た
く
な
い
。
だ
か
ら
、
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ

ニ
ー
を
幾
重
に
も
迂
回
さ
せ
、
逃
れ
よ
う

と
す
る
。そ
こ
に
も
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
。

問
題
は
、
脱
税
コ
ス
ト
が
1
㎏
当
た
り
い

く
ら
か
か
っ
て
い
る
か
だ
。
デ
ィ
ー
プ
な

業
界
筋
に
聞
い
て
も
正
確
な
数
字
は
そ
う

簡
単
に
表
に
は
出
て
こ
な
い
。
い
え
る
こ

と
は
、
財
務
省
の
取
締
強
化
で
一
部
、
そ

の
コ
ス
ト
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
、

現
状
、
20
円
か
ら
30
円
と
い
っ
た
と
こ
ろ

が
業
界
相
場
と
い
わ
れ
て
い
る
。

最
後
の
変
数
は
、
中
堅
大
手
メ
ー
カ
ー

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
観
点
だ
。
も
し

ば
れ
た
と
き
の
信
用
失
墜
コ
ス
ト
に
比
べ

れ
ば
、
脱
税
コ
ス
ト
よ
り
高
く
て
も
、
ま

っ
と
う
な
税
金
＝
関
税（
こ
れ
も
コ
ス
ト
）

を
払
っ
て
お
き
た
い
心
理
が
働
く
。
税
金

コ
ス
ト
と
脱
税
コ
ス
ト
が
天
秤
に
か
け
ら

れ
る
の
だ
。
さ
ら
に
は
、
ど
の
大
手
企
業

が
脱
税
体
質
か
ら
一
抜
け
す
る
か
の
心
理

戦
も
あ
る
。
最
後
の
バ
バ
を
誰
も
引
き
た

く
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
脱
税
コ
ス
ト

の
心
理
的
イ
ン
フ
レ
が
今
後
起
こ
っ
て
く

る
と
筆
者
は
見
る
。
仮
に
現
状
の
脱
税
コ

ス
ト
が
業
界
相
場
の
最
低
㎏
�20
円
、
輸
入

価
格
が
３
０
０
円
だ
と
想
定
し
よ
う
。
表

１
の
と
お
り
、税
金
コ
ス
ト
は
と
い
え
ば
、

T
P
P
発
効
年
は
従
量
税
（
差
額
関
税
）

１
２
５
円
＋
従
価
税
２
・
２
％
（
＝
分
岐

点
価
格
で
あ
れ
ば
約
12
円
）
と
な
る
。
脱

税
し
た
と
き
と
の
コ
ス
ト
差
は
１
１
３
円

だ
。
20
円
の
脱
税
コ
ス
ト
を
か
け
た
と
し

て
も
、1
㎏
当
た
り
93
円
と
お
得
で
あ
る
。

天
秤
に
か
け
れ
ば
、
脱
税
を
選
ぶ
と
み
る

の
が
順
当
だ
ろ
う
。
発
効
後
５
年
後
は
そ

の
58
円
、
10
年
後
は
50
円
と
な
る
。
脱
税

コ
ス
ト
と
の
差
は
そ
れ
ぞ
れ
38
円
、
30
円

で
あ
る
。
こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
経
費
と
大
企
業
が
見
な
す
こ
と
は

十
分
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
大
手
１

社
が
足
を
洗
え
ば
、
他
社
も
一
気
に
追
随

す
る
。
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
（
世
の
中
の
制

度
や
ル
ー
ル
の
変
革
の
こ
と
。
こ
こ
で
は

豚
肉
ビ
ジ
ネ
ス
の
脱
税
常
態
化
か
ら
合
法

常
態
化
へ
の
急
激
な
切
り
替
わ
り
）
だ
。

そ
う
す
る
と
豚
肉
ビ
ジ
ネ
ス
の
ゲ
ー
ム
の

ル
ー
ル
は
大
き
く
変
わ
る
。
大
手
が
直
接

輸
入
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
。こ
こ
で
、

め
で
た
し
め
で
た
し
と
は
な
ら
な
い
。
こ

れ
ま
で
汚
れ
役
を
演
じ
て
い
た
業
者
や
個

人
が
失
業
す
る
。
捨
て
ら
れ
る
わ
け
だ
。

彼
ら
が
足
を
洗
う
か
、
そ
れ
と
も
さ
ら
に

“
闇
ポ
ー
ク
”
の
世
界
を
突
き
進
む
か
。

は
た
ま
た
、
培
っ
て
き
た
現
地
加
工
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
駆
使
し
て
大
手
が
追
随
で
き

な
い
ニ
ッ
チ
ビ
ジ
ネ
ス
の
領
域
に
進
出
す

る
か
。
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。

本
誌
読
者
の
養
豚
家
は
ご
く
わ
ず
か
だ

ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
T
P
P
特
集
の
1
回

T
P
P
の
豚
肉
へ
の
影
響

オ
プ
シ
ョ
ン
理
論
で
解
く



30農業経営者 2016年 2月号

目
に
豚
肉
を
取
り
上
げ
た
の
に
は
わ
け
が

あ
る
。
国
家
が
貿
易
に
少
し
で
も
介
入
す

る
と
こ
う
な
る
、
と
い
う
生
き
た
例
を
示

し
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
各
者
の
利
害
が
交

錯
し
、ビ
ジ
ネ
ス
が
不
透
明
化
す
る
の
だ
。

不
透
明
ど
こ
ろ
か
、
ダ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
国
家
介
入
と

は
そ
の
欠
陥
が
社
会
主
義
国
の
崩
壊
で
証

明
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

農
水
省
に
は
差
額
関
税
を
設
計
し
た
１

９
７
０
年
当
初
、
社
会
主
義
国
が
そ
う
だ

っ
た
よ
う
に
、「
養
豚
家
を
保
護
し
て
や
り

た
い
」
と
の
誠
実
さ
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

筆
者
は
そ
こ
は
疑
わ
な
い
。
そ
れ
が
な
け

れ
ば
、
こ
ん
な
複
雑
怪
奇
な
制
度
設
計
な

ど
で
き
や
し
な
い
。
い
ま
も
養
豚
団
体
は
、

農
水
省
の
誠
実
さ
、
財
務
省
の
誠
実
さ
に

訴
え
て
、
そ
の
取
締
強
化
、
厳
罰
化
を
求

め
て
い
る
。
し
か
し
、
誠
実
さ
ほ
ど
過
大

評
価
さ
れ
て
い
る
美
徳
は
な
い
。

プ
ル
タ
ル
コ
ス
（
西
暦
１
世
紀
の
ギ
リ

シ
ャ
の
哲
学
者
）
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
自
由
の
真
の
破
壊
者
と
は
利
益
供
与
を

す
る
人
々
で
あ
る
」。
ア
メ
リ
カ
元
大
統

領
レ
ー
ガ
ン
は
こ
の
箴
言
に
つ
い
て
、「
そ

の
誠
実
さ
や
人
間
的
な
動
機
に
反
し
て
、

自
由
を
安
定
の
た
め
に
犠
牲
に
す
る
者
は

落
ち
ぶ
れ
た
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
」
と

解
釈
し
た
。
ま
さ
に
差
額
関
税
制
度
の
こ

と
を
指
し
て
い
る
。国
産
豚
肉
の
需
給「
安

定
」
と
い
う
大
義
の
下
、豚
肉
業
界
の
「
自

由
」
を
奪
い
、養
豚
家
へ
の
「
利
益
供
与
」

を
行
な
っ
て
い
る
。
通
常
の
利
益
供
与
＝

補
助
金
よ
り
悪
質
な
の
は
、
外
国
に
「
賄

賂
」
を
国
家
が
払
っ
て
い
る
の
と
同
等
な

点
だ
。
法
外
な
高
値
で
日
本
に
売
る
の
を

合
法
化
、
促
進
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の

賄
賂
を
国
内
に
持
ち
帰
る
手
段
が
脱
税
で

あ
り
、
各
種
操
作
な
の
だ
。
自
由
貿
易
の

精
神
の
「
真
の
破
壊
者
」
で
あ
る
。

自
由
貿
易
の
精
神
と
は
何
か
。「
自
由

貿
易
シ
ス
テ
ム
の
偉
大
な
美
徳
と
は
、

人
々
の
肌
の
色
や
宗
教
な
ん
て
気
に
し
な

い
。
た
だ
気
に
す
る
の
は
彼
ら
が
、
自
分

が
買
い
た
い
何
か
を
作
っ
て
い
る
か
ど
う

か
だ
。
こ
れ
ま
で
我
々
が
発
見
し
た
シ
ス

テ
ム
の
な
か
で
、
お
互
い
嫌
い
な
者
同
士

を
互
い
に
取
引
さ
せ
、
互
い
に
助
け
合
わ

せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
最
も
効
率
的
な

仕
組
み
で
あ
る
」（
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
者

ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
）

自
由
貿
易
の
反
対
語
は
管
理
貿
易
で
あ

る
。
そ
の
い
び
つ
な
管
理
の
形
が
差
額
関

税
貿
易
で
あ
る
。
そ
れ
が
生
み
出
す
の
は

対
立
と
敵
意
と
憎
し
み
で
あ
る
。
官
庁
と

食
肉
業
界
、
養
豚
業
界
の
対
立
は
顕
在
化

し
て
い
る
。
一
部
発
言
を
各
種
メ
デ
ィ
ア

や
団
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
し
よ

う
。「
悪
質
な
不
正
に
対
し
業
界
団
体
へ
の

断
固
と
し
た
抗
議
や
財
務
省
及
び
関
税
当

局
へ
の
差
額
関
税
の
監
視
徹
底
の
要
請
を

行
う
」（
日
本
養
豚
協
会
）。「（
不
正
輸
入

の
発
覚
は
）
結
局
、
投
書
や
密
告
に
頼
る

と
い
う
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
い
る
」（
第

94
回
国
会
議
事
録
）、「
輸
入
冷
凍
豚
肉
の

八
割
以
上
が
脱
税
が
ら
み
だ
と
い
う
情
報

も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」（
第
1
6
2
国
会
議

事
録
）。「
複
雑
な
た
め
に
悪
用
さ
れ
や
す

い
」（
日
本
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
工
業
協
同

組
合
）、「
豚
肉
差
額
関
税
廃
止
を
、
財
務

省
な
ど
に
是
正
要
請
」（
沖
縄
ハ
ム
）。

抗
議
や
要
請
、投
書
や
密
告
と
い
っ
た
、

お
よ
そ
自
由
資
本
主
義
社
会
と
は
思
え
な

い
手
段
に
よ
っ
て
、
各
自
の
主
張
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
。
管
理
貿
易
は
、
自
由
貿

易
と
違
い
、
異
人
種
、
異
宗
教
の
者
同
士

の
助
け
合
い
を
促
進
す
る
ど
こ
ろ
か
、
同

じ
日
本
人
同
士
、し
か
も
同
じ
豚
肉
業
界
・

管
轄
官
庁
同
士
で
の
い
が
み
合
い
を
日
常

化
さ
せ
て
い
る
。

本
来
、
世
界
の
農
業
界
・
食
品
業
界
に

お
い
て
、
同
じ
品
目
に
か
か
わ
る
者
た
ち

は
皆
、
仲
間
で
あ
る
。
同
じ
世
界
の
養
豚

業
界
で
あ
れ
ば
、
い
い
豚
肉
を
作
り
、
仕

入
れ
、
加
工
し
、
売
る
者
た
ち
は
共
に
す

ば
ら
し
い
豚
の
食
文
化
を
広
め
る
同
志
で

は
な
い
か
。
生
産
者
や
加
工
業
者
、
国
産

や
外
国
産
と
い
っ
た
垣
根
を
越
え
、
消
費

者
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
志
向
で
同
じ
品
目
の
業

界
団
体
を
形
成
し
、
切
磋
琢
磨
、
協
業
し

あ
う
べ
き
で
あ
る
。

特
集
P
A
R
T
１
執
筆
の
渡
邊
教
授
か

ら
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。「
日

本
・
メ
キ
シ
コ
E
P
A
の
首
席
交
渉
官
を

務
め
て
い
た
際
、
メ
キ
シ
コ
の
養
豚
団
体

か
ら
『
日
本
の
養
豚
家
た
ち
と
協
力
し
た

い
。
お
互
い
の
得
意
分
野
が
違
う
の
だ
か

ら
、
自
由
貿
易
協
定
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
用

し
て
、
力
を
合
わ
せ
て
日
本
、
メ
キ
シ
コ
、

そ
し
て
世
界
の
消
費
者
の
た
め
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
築
い
て
い
こ
う
で
は
な
い

か
』と
の
打
診
が
あ
っ
た
」。残
念
な
が
ら
、

当
時
の
日
本
の
養
豚
業
界
は
E
P
A
絶
対

反
対
で
、
そ
の
オ
フ
ァ
ー
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
模
様
だ
。

繰
り
返
し
い
お
う
。
海
外
の
養
豚
家
は

敵
で
は
な
い
。
敵
が
い
る
と
す
れ
ば
、
国

内
外
の
肉
牛
農
家
で
あ
り
、
養
鶏
家
で
あ

る
。牛
ス
テ
ー
キ
や
焼
き
鳥
を
食
べ
た
後
、

誰
が
ト
ン
カ
ツ
を
食
べ
る
の
か
。
現
代
の

農
畜
産
ビ
ジ
ネ
ス
は
消
費
者
の
「
胃
袋
内

競
争
」
で
あ
る
。
豚
牛
鶏
、
ど
れ
を
先
に

食
べ
て
い
た
だ
く
か
英
知
を
結
集
し
、
行

動
に
移
す
の
が
経
営
者
が
集
う
豚
肉
生

産
・
加
工
共
通
の
業
界
団
体
の
役
割
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
差
額
関
税
と
い
う

お
上
が
作
っ
た
制
度
で
内
輪
も
め
を
し
て

い
る
場
合
で
は
な
い
。

自
由
貿
易
と
管
理
貿
易

そ
の
本
質
的
違
い
と
は

自
由
を
安
定
の
た
め
に

犠
牲
に
す
れ
ば
落
ち
ぶ
れ
る
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特集 

来
た
れ
！ 

T
P
P
【 

前
編
・
基
本
講
座 

】

P
A
R
T
2　
T
P
P
農
業
界
へ
の
影
響
と
展
望

注1：分岐点価格524円程度になるよう、実際よりも安く申告。
注2：関税額が最少となる。
注3：関税額が最少となるため、インボイス操作の必要なし。
注4：分岐点価格524円程度になるよう、実際よりも高く申告。
注5：輸入額が安いほど関税額が高額になる。

注6： 従価税はTPP発効時2.2%となり、10年後の撤廃まで毎年同じ割合
で段階的に削減される。5年後は推定1.2%。

注7：関税がかからないため、インボイス操作の必要なし。
注8：分岐点価格524円以上になるよう、実際よりも高く申告。

表1：豚肉輸入にかかわる制度と実態およびTPP発効後のオプション

【
T
P
P
再
交
渉
戦
略
】

現
在
の
差
額
関
税
制
度
が
温
存
さ
れ

た
状
態
で
は
、
養
豚
家
の
経
営
に
と
っ

て
将
来
の
予
見
性
は
高
ま
ら
な
い
。
脱

税
オ
プ
シ
ョ
ン
が
残
る
こ
と
で
、
不
安

や
内
輪
も
め
が
継
続
す
る
だ
け
だ
。
そ

れ
以
上
に
問
題
が
あ
る
。
T
P
P
の
牛

肉
関
税
交
渉
の
結
果
、
牛
肉
業
界
は
予

見
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
38
・

５
％
の
関
税
率
が
段
階
を
経
て
16
年
目

に
９
％
に
ま
で
下
が
る
。
一
律
の
従
価

税
で
あ
る
か
ら
、
輸
入
価
格
に
そ
の
時

点
で
の
関
税
を
か
け
れ
ば
、
課
税
後
価

格
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
肉
牛
農
家
、
牛
肉
業
界
の

ほ
う
は
そ
の
結
果
の
賛
否
は
別
と
し

て
、
経
営
の
視
点
か
ら
そ
の
影
響
度
が

予
測
し
や
す
い
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
観
点

か
ら
い
え
ば
、
不
透
明
な
豚
肉
よ
り
牛

肉
の
ほ
う
が
さ
ら
に
扱
い
や
す
く
な

る
。
さ
ら
に
差
額
関
税
の
制
度
厳
格
化

が
行
な
わ
れ
て
し
ま
え
ば
、
国
内
豚
肉

価
格
の
高
騰
を
招
き
、
消
費
減
退
に
結

び
つ
く
。
一
過
性
の
相
場
で
儲
か
っ
て

も
、
健
全
な
業
界
と
は
い
え
な
い
。
肝

心
な
の
は
、
国
内
の
豚
肉
・
加
工
品
の

消
費
が
健
全
に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。
食
肉
業
界
全
体
で
い
っ
て
も
、

関
税
と
い
っ
た
制
度
上
の
違
い
で
牛
と

豚
の
競
争
環
境
に
差
が
起
こ
る
こ
と

は
健
全
で
は
な
い
。

で
は
、
制
度
に
左
右
さ
れ
な
い
公

平
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
環
境
を
構
築
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。そ
れ
は
、

豚
肉
の
関
税
制
度
を
今
回
、
合
意
で

決
ま
っ
た
牛
肉
と
ま
っ
た
く
同
じ
に

す
る
こ
と
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
牛
肉

と
豚
肉
の
家
畜
別
の
税
金
差
別
は
な

く
な
る
。
同
時
に
、
品
質
に
応
じ
た

透
明
な
取
引
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
形
成
が

豚
肉
業
界
に
お
い
て
実
現
す
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
国
内
制
度
の
国
会
で

の
見
直
し
を
開
始
し
、
T
P
P
加
盟

国
に
対
し
て
、
そ
の
旨
、
通
達
、
相

手
の
要
求
が
あ
れ
ば
交
渉
す
れ
ば
い

い
。
世
界
中
ど
こ
を
探
し
て
も
差
額

関
税
制
度
を
採
用
し
て
い
る
国
は
日

本
し
か
な
い
。
T
P
P
加
盟
国
も
当

然
、
不
透
明
な
非
関
税
障
壁
と
し
て

そ
の
制
度
に
反
対
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
の
制
度
改
正

は
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
確

か
だ
。
自
由
・
民
主
主
義
の
日
本
に

と
っ
て
、
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
な
い

官
僚
の
裁
量
に
貿
易
が
左
右
さ
れ

る
、
こ
の
よ
う
な
制
度
が
残
っ
て
い

る
こ
と
自
体
が
汚
点
で
あ
り
、
国
益

に
反
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

現在 発効年 発効 5 年後 発効 10 年後

関税制度
最大 482 円 /kg の従量税
（差額関税）
および 4.3% の従価税

従量税は最大 125 円 /kg、
従価税は 2.2% に変更

従量税は最大 70 円 /kg、
従価税は 1.2%（注 6）に変更

従量税は最大 50 円 /kg に変更、
従価税は撤廃

脱税
する場合

脱税
しない場合

脱税
する場合

脱税
しない場合

脱税
する場合

脱税
しない場合

脱税
する場合

脱税
しない場合

分岐点価格 524 円超えの場合
（実際にはこのような高額な商品はほとんどない）

約 23 円
注 1

23 円以上
（輸入価格の 4.3%）

約 12 円
注 1

12 円以上
（輸入価格の 2.2%）

約 6 円
注 1

6 円以上
（輸入価格の 1.2%）

0 円
注 7 0 円

分岐点価格 524 円の場合
（実際にはこのような高額な商品はほとんどない）

注 2

約 23 円
注 3

23 円
（524 円の 4.3%）

約 12 円
注 3

12 円
（524 円の 2.2%）

約 6 円
注 3

6 円
（524 円の 1.2%）

0 円
注 7 0 円

分岐点価格 524 円未満の場合 約 23 円
注 4

24 円以上
482 円以下

（基準価格 546.5 円
‐輸入価格）

注 5

約 12 円
注 4

13 円以上
（最大 125 円）

（基準価格 535.5 円
‐輸入価格）

注 5

約 6 円
注 4

6 円以上
（最大 70 円）

（基準価格 530 円
‐輸入価格）注 5

0 円
注 8

最大 50 円
（基準価格 524 円
‐輸入価格）注 5

例
輸入価格
300 円 /kg

の場合

課税後価格 323 円 524 円 312 円 425 円 312 円 370 円 300 円 350 円

脱税額 201 円 113 円 58 円 50 円
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